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總
持
寺
五
院
の
成
立
と
展
開
（
二
）

鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
顧
問　
　

納
冨
　
常
天

　
　
　
　

は
じ
め
に

　
『
鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
十
四
号
（
平
成
二
十
一
年
四
月
発
行
）
に
（
１
）
五
院
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
、（
２
）
總
持

寺
輪
住
制
の
変
容
、（
３
）『
普
蔵
院
住
番
牒
』
と
そ
の
問
題
点
を
取
り
上
げ
、
私
見
を
述
べ
た
。
と
り
わ
け
（
３
）
で
は
『
普
蔵
院
住
番

牒
』
を
翻
刻
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
に
対
応
す
る
『
總
持
寺
住
山
記
』
を
掲
げ
、
普
蔵
院
輪
住
の
実
情
を
考
察
し
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
後

の
調
査
で
、
五
院
に
よ
る
總
持
寺
の
護
持
と
管
理
運
営
に
つ
い
て
、
新
し
い
知
見
を
得
た
の
で
、
こ
れ
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
第
十
四

号
と
同
じ
よ
う
に
『
妙
高
庵
輪
住
誌
』
を
翻
刻
し
、
そ
れ
に
対
応
す
る
『
總
持
寺
住
山
記
』
を
掲
げ
、
そ
の
実
情
と
問
題
点
を
考
察
す
る
。

　
　
　
　
（
一
）
五
院
に
よ
る
總
持
寺
の
護
持
と
管
理
運
営

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
第
十
四
号
で
も
触
れ
た
が
、
応
永
十
五
年
（
一
四
〇
八
）
九
月
十
六
日
、
天
鷹
祖
祐
・
石
屋
真
梁
・
天
徳
曇
貞
・
芳

庵
祖
厳
の
四
人
が
連
署
し
た
「
通
幻
寂
霊
門
下
僧
連
署
妙
高
庵
置
文
写
」
に
、
通
幻
の
法
嗣
十
一
人
を
掲
げ
、
こ
の
法
嗣
帳
次
第
に
よ
っ

て
、
輪
番
に
妙
高
庵
住
持
を
三
年
三
ヶ
月
勤
め
る
よ
う
定
め
て
い
る

（
１
）。

し
か
し
法
嗣
十
一
人
の
う
ち
一
径
永
就
・
天
真
自
性
・
天
鷹
祖
祐
・

了
峰
正
杲
・
量
外
聖
寿
の
五
人
は
、当
時
の
『
妙
高
庵
輪
住
誌
』
な
ど
関
係
資
料
が
な
い
の
で
、軽
々
に
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、『
總

持
寺
住
山
記
』
に
そ
の
名
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
あ
る
い
は
妙
高
庵
に
輪
住
し
た
と
多
分
に
思
わ
れ
る
と
と
も
に
、
当
時
か
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ら
す
で
に
總
持
寺
輪
住
と
妙
高
庵
輪
住
が
並
存
し
、
總
持
寺
へ
輪
住
し
た
者
は
『
總
持
寺
住
山
記
』
に
、
妙
高
庵
へ
輪
住
し
た
者
は
『
妙

高
庵
輪
住
誌
』
に
登
録
し
た
と
推
察
さ
れ
る
。

　

ま
た
こ
の
よ
う
な
妙
高
庵
の
動
向
は
、
他
の
四
院
も
類
似
し
た
情
況
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
任
期
一
年
で
總
持
寺
の
護
持
と
運
営

管
理

（
２
）に

当
た
り
、
そ
の
間
そ
れ
ぞ
れ
七
十
五
日
紫
衣
着
用
が
許
さ
れ
、
年
中
行
事
や
法
会
の
司
祭
者
と
し
て
現
方
丈
（
總
持
寺
住
持
）
を

勤
め
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
は
、
五
院
の
輪
住
記
が
残
存
し
て
い
る
天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）
以
降

（
３
）で

、
そ
れ
以
前
ど
こ
ま

で
溯
る
こ
と
が
で
き
る
か
明
か
で
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
の
調
査
に
よ
り
永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）
以
降
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

そ
の
手
掛
か
り
は
永
禄
元
年
（
一
五
五
八
）
八
月
二
日
の
「
總
持
寺
五
院
連
署
書
状
」
と
、永
禄
四
年
七
月
二
十
六
日
の
「
總
持
寺
住
持
・

五
院
等
連
署
書
状
」
で
あ
る
。
前
者
は
（
原
漢
文
）

欽つ
つ
しん

で
言
上
す
。
抑
当
山
二

（
峨
山
韶
磧
）

代
和
尚
の
御
自
筆
到
来
。
五
院
評
儀

（
議
）を

以
て
焼
香
九
拜
し
畢
ぬ
。
先
規
の
旨
に
任
せ
ら
れ
、
当
寺

に
お
い
て
跡
々
御
馳
走
肝
要
た
る
べ
く
候
。
此
の
趣
御
門
中
に
御
披
露
す
。
恐
惶
敬
白

永
禄
元
年 

戊午 

八
月
二
日

普
蔵

慈
泉
（
花
押
）

如
意

瑞
東
（
花
押
）

伝
法

誾
越
（
花
押
）

洞
川

祖
誾
（
花
押
）

妙
高

慶
文
（
花
押
）

　

進
上　

正
法
寺

　
　
　
　
　
　
　

衣
鉢
閣
下

（
４
）
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と
あ
り
、
永
禄
元
年
八
月
二
日
、
總
持
寺
か
ら
陸
奥
正
法
寺
に
宛
て
た
も
の
で
、
峨
山
自
筆
書
状

（
５
）が

正
法
寺
か
ら
總
持
寺
に
寄
せ
ら
れ

た
こ
と
に
対
す
る
礼
状
と
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
後
者
は
次
の
通
り
で
あ
る
。（
原
漢
文
）

寅つ
つ
しん

で
言
上
す
。
抑
今
度
の
御
瑞
世
最
も
珍
重
な
り
。
そ
れ
に
就
い
て
正
法
寺
門
末
、
向
后
当
寺

江
御
出
頭
の
儀
、
貴
寺
よ
り
御

一
書
焉こ

れ
無
き
者
は
、
寺
家
同
心
申
す
間ま

じ布
く
候
。
先
規
の
如
く
、
此
の
旨
を
守
ら
る
べ
き
も
の
な
り
。
仍
て
連
署
斯
の
如
し
。

永
禄
四

辛酉
七
月
廿
六
日     

当
常
住

瑞

如
意

東
（
花
押
）

　
　
　
　

伝
法

禅
鏡
（
花
押
）   　

妙
高

文
賢
（
花
押
）

　
　
　
　

   

洞
川

祖
誾
（
花
押
）   　

普
蔵 

栄
琮
（
花
押
）

　
　

進
上　

正
法
寺

　
　
　
　
　
　
　

衣
鉢
閣
下

（
６
）

　

こ
れ
は
永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）
七
月
二
十
六
日
、
總
持
寺
か
ら
正
法
寺
に
宛
て
た
も
の
で
、
こ
の
度
の
瑞
世
は
も
っ
と
も
め
で
た

い
。
今
後
正
法
寺
門
末
が
總
持
寺
へ
出
世
す
る
時
は
、
先
規
の
よ
う
に
正
法
寺
の
添
書
を
携
行
す
る
よ
う
指
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

両
者
の
署
名
者

（
７
）を

み
る
と
、
如
意
庵
瑞
東

（
８
）・

洞
川
庵
祖
誾
は
両
方
に
書
名
し
て
い
る
か
ら
、
少
な
く
と
も
三
年
住
持
を
勤
め
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
こ
れ
は
先
述
し
た
妙
高
庵
住
持
の
三
年
三
ヶ
月
勤
仕
と
も
勘
案
し
、
五
院
住
持
が
任
期
一
年
に
な
っ
た
時
期
は
、
永
禄
四
年
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（
一
五
六
一
）
か
ら
天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）
の
二
十
七
年
の
間
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
ち
な
み
に
『
總
持
寺
住
山
記
』
に
よ
り
、
永
禄
元
年
か
ら
四
年
ま
で
の
總
持
寺
輪
住
者
数
と
、
平
均
在
住
期
間
を
掲
げ
て
み
る
と
、

次
の
よ
う
に
な
る
。（
括
弧
内
は
平
均
在
住
期
間
）

永
禄
元
年　

一
二
二
九
世
梅
室
悦
―
―
一
二
六
五
世
一
峰　
　

三
十
七
名
（
十
日
弱
）

永
禄
二
年　

一
二
六
六
世
盛
山
興
―
―
一
二
九
〇
世
□
金　
　

二
十
五
名
（
十
四
日
強
）

永
禄
三
年　

一
二
九
一
世
□
芬　

―
―
一
三
一
二
世
大
周
郁　

二
十
二
名
（
十
六
日
強
）

永
禄
四
年　

一
三
一
三
世
傳
室
誾
―
―
一
三
二
二
世
在
庵
存　

十
名
（
一
ヶ
月
余
）

　

こ
の
よ
う
に
總
持
寺
輪
住
者
の
平
均
在
住
期
間
を
み
る
と
、
十
日
弱
か
ら
一
ヶ
月
余
と
な
り
、
そ
の
間
の
年
中
行
事
や
法
会
の
司
祭
者

で
は
あ
り
得
て
も
、
到
底
總
持
寺
の
護
持
や
管
理
運
営
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
で
は
そ
の
間
に
お
け
る
總
持

寺
の
護
持
や
管
理
運
営
は
誰
が
当
た
っ
て
い
た
だ
ろ
う
か
。
五
院
を
措
い
て
は
考
え
ら
れ
な
い
。
先
に
挙
げ
た
永
禄
四
年
七
月
二
十
六
日

「
總
持
寺
住
持
・
五
院
等
連
署
書
状
」
の
如
意
庵
瑞
東
の
肩
書
に
「
当
常
住

（
９
）」

と
あ
る
。

　

こ
の
「
当
常
住
」
に
つ
い
て
関
係
史
料
を
渉
猟
し
た
結
果
、
次
の
よ
う
な
「
正
法
寺
文
書
」
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

奥
州
正
法
寺
於

テ
ハ

二　

子
孫

ニ一
就

テ
于
洞
川
派

ニ一
可

クレ
被

ルレ
成
二
御
出
世
一
併

セ
テ

住
山
記
者
月
泉
派
与
可

キ二
記
取

ル一
者
也
。
仍

テ
為

メ二
後
日

ノ一
状

如
レ
件

シ

ノ

　
　

文
禄
四
乙
未
年
七
月
十
五
日　

洞
川
当
常
住
守
存
（
花
押
）

如
意
舜
道
（
花
押
）
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伝
法
恕
秀
（
花
押
）

妙
高
文
哲
（
花
押
）

普
蔵
怡
林
（
花
押
）

　
　
　

進
上
正
法
寺
衣
鉢

０
閣

１下
（
　
）

　

こ
れ
は
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
七
月
十
五
日
、
總
持
寺
五
院
が
正
法
寺
に
対
し
、
洞
川
庵
へ
の
助
住
と
住
山
記
（
洞
川
庵
住
番
記
）

の
記
録
は
月
泉
派
と
す
る
よ
う

１
要

１請
（
　
）し

た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
二
史
料
だ
け
で
は
「
当
常
住
」
の
意
は
、
当
時
常
住
、
常
住
に
当
た
る
、
将
又
常
住
物
の
管
理
の
意
か
不
分
明
で
あ
る
が
、
常
住

に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

　

常
住
に
つ
い
て
は
無
著
道
忠
（
一
六
五
三
～
一
七
四
四
）
の
『
禅
林
象
器
箋
』
第
一
区
界
門
の
「
常
住
」
の
項
に
、『
四
分
律
行
事
鈔
』

随
界
釈
相
篇
を
引
き
、「
今
禅
林
総
二
轄

ス
ル

常
住

ノ
僧
物

ヲ一
之
所
、
又
謂
二
之
常
住

ト一 

所
謂
千
年
常
住
也
」
と
あ
り
、
常
住
の
僧
物
を
統
括
す

る
と
あ
る
。
ま
た
『
禅
学
大
辞
典
』
に
は
「
叢
林
の
役
職
の
う
ち
、
運
営
面
を
担
当
す
る
役
職
を
総
称
し
て
い
う
語
」
と
あ
る
。
さ
ら

に
は
庫
裡
に
あ
っ
て
運
営
面
を
司
る
役
職
、
あ
る
い
は
寺
務
所
な
ど
と
さ
れ
て

２
い

１る
（
　
）が

、
こ
れ
ら
を
勘
案
す
る
と
、
当
常
住
如
意
瑞
東
あ

る
い
は
洞
川
当
常
住
守
存
と
あ
る
の
は
、
如
意
庵
住
職
瑞
東
や
洞
川
庵
住
職
守
存
が
總
持
寺
の
管
理
運
営
の
役
（
責
任
者
）
に
あ
っ
た

と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
も
し
こ
れ
が
正
し
い
理
解
で
あ
れ
ば
、
五
院
に
よ
る
總
持
寺
の
管
理
運
営
は
少
な
く
と
も
永
禄
四
年

（
一
五
六
一
）
以
前
か
ら
と
な
る
。

　

し
か
し
そ
の
よ
う
な
視
点
で
『
總
持
寺
住
山
記
』
を
一
覧
す
る
と
、
五
院
に
よ
る
總
持
寺
の
管
理
運
営
の
時
期
は
、
さ
ら
に
溯
る
と
い

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
ま
便
宜
的
に
『
總
持
寺
住
山
記
』
第

３
一

１号
（
　
）（

開
山
～
二
百
二
十
六
世
朴
堂
良
淳
ま
で
収
録
）
の
入
寺
記
録
に

よ
り
、
在
住
期
間
を
中
心
に
考
え
て
み
た
い
。
入
寺
記
録
は
初
期
に
は
な
く
、
原
則
的
に
記
録
さ
れ
て
い
る
の
は
十
八
世
日
山
旭
和
尚

（
　
）

以
１

下

４
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で

５
あ

１る
（
　
）が

、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

（
１
）
一
年
半
以
上　

四
名
（
最
長
一
年
八
ヶ
月
、
二
十
世
石
屋
真
梁
）

（
２
）
十
一
ヶ
月
～
六
ヶ
月　

二
十
名

十
一
・
十
・
九
ヶ
月　

各
一
名

八
ヶ
月　

二
名

七
ヶ
月　

八
名

六
ヶ
月　

七
名

（
３
）
五
ヶ
月
～
一
ヶ
月　

百
八
十
一
名

五
ヶ
月　

十
二
名

四
ヶ
月　

十
三
名

三
ヶ
月　

九
十
九
名

二
ヶ
月　

三
十
四
名

一
ヶ
月　

二
十
三
名

（
４
）
一
ヶ
月
以
下　

一
名

二
十
三
日
（
最
短
、
百
七
十
二
世
延
慶
為
祝
）

　

こ
の
よ
う
に
在
住
期
間
が
明
ら
か
な
者
は
二
百
六
名
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
う
ち
半
年
以
上
は
二
十
四
名
で
あ
る
が
、
一
年

半
以
上
は
わ
ず
か
四

１名
（
　
）

で
６

あ
る
。
ま
た
も
っ
と
も
多
い
の
は
三
ヶ
月
で
九
十
九
名
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
總
持
寺
住
山
記
』
に
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六
十
四
世
真
化
［
玄
］
淳
和
尚
正
長
元
年
十
一
月
十
五
日
入
寺

　
　
　

六
十
五
世
僊
巖
［
能
範
］
和
尚
正
長
二
年
二
月
十
八
日
入
寺

　
　
　

六
十
六
世
玉
牎
［
良
］
珍
和
尚
正
長
二
年
五
月
廿
一
日
入
寺

　
　
　

六
十
七
世
大
蟲
［
超
］
虎
和
尚
正
長
二
年
八
月
十
日
入
寺

　
　
　

六
十
八
世
大
壽
［
宗
］
彭
和
尚
永
享
元
年
十
一
月
八
日
入
寺

　
　
　

六
十
九
世
雲
澤
［
韶
］
興
和
尚
永
享
二
年
二
月
十
八
日
入
寺

　
　
　

七
十
世
要
津
［
良
］
宗
和
尚
永
享
二
年
五
月
十
二
日
入
寺

　
　
　

七
十
一
世
惟
忠
［
守
］
勤
和
尚
永
享
二
年
八
月
十
二
日
入
寺

　
　
　

七
十
二
世
春
谷
［
宗
］
葩
和
尚
永
享
二
年
十
一
月
十
九
日
入
寺

　
　
　

七
十
三
世
英
巖
［
章
］
傑
和
尚
永
享
三
年
二
月
十
三
日
入
寺

　
　
　

七
十
四
世
龍
顔
［
宗
］
偉
和
尚
永
享
三
季
五
月
十
二
日
入
寺

　

と
あ
り
、ま
た
こ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、百
十
二
世
海
岸
［
祖
］
超
か
ら
百
二
十
一
世
壽
岳
［
景
］
椿
ま
で
の
よ
う
に
、二
月
・
五
月
・
八
月
・

十
一
月
に
入
寺
す
る
傾
向

（
　
）

が
１

み

７

ら
れ
た
関
係
か
ら
で
あ
る
。『
總
持
寺
誌
』
も
二
十
七
世
太
初
［
継
覚
］
以
後
半
年
制
と
な
り
、
間
も
な

く
三
月
制
が
実
行
さ
れ
、
二
月
・
五
月
・
八
月
・
十
一
月
、
四
回
交
代
と
な
っ
て
い

８る
（
　
）

と
１

し
て
い
る
。
ま
た
と
り
わ
け
注
目
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
は
、
在
住
期
間
が
二
ヶ
月
の
三
十
四
名
、
一
ヶ
月
お
よ
び
一
ヶ
月
未
満
の
二
十
四
名
、
合
計
五
十
八
名
に
も
の
ぼ
っ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
到
底
總
持
寺
の
管
理
運
営
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
は
論
を
俟
た
な
い
。

　

仮
に
半
年
の
在
住
で
管
理
運
営
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
三
十
五
世
直
伝
［
正
］
祖
（
応
永
二
十
六
年
〈
一
四
一
九
〉
三

月
十
一
日
入
寺
）
以
降
、
十
名
を
除
き
そ
れ
以
下
で
あ
る
か
ら
、
然
る
べ
き
管
理
運
営
の
担
当
者
が
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
五
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院
を
措
い
て
他
に
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
た
だ
常
識
的
に
考
え
て
少
な
く
と
も
一
年
以
上
在
住
し
な
け
れ
ば
管
理
運
営
に
携
わ

れ
な
い

（
　
）

と
１

す

９

れ
ば
、
二
十
四
世
青
山
［
性
］
秀
（
応
永
十
九
年
〈
一
四
一
二
〉
十
月
十
日
入
寺
）
以
降
は
五
院
が
管
理
運
営
に
当
た
っ
た

と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
五
院
の
成
立
期
が
明
徳
元
年
（
一
三
九
〇
）
頃

（
　
）

と
２

思

０

わ
れ
る
か
ら
、
い
か
な
る

内
容
・
形
態
で
あ
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
が
、
早
く
か
ら
五
院
が
總
持
寺
の
管
理
運
営
に
当
た
っ
て
い
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
【
注　

記
】

（
１
）『
新
修
門
前
町
史
』
資
料
編
２
総
持
寺
四
四
頁
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
　

法
嗣
帳
次
第

　
　
　

了（
慧
明
）菴

和
尚　

石（
真
梁
）屋

和
尚　

一（
永
就
）径

和
尚　

普（
善
救
）済

和
尚

　
　
　

不（
明
見
）見

和
尚　

天（
自
性
）真

和
尚　

天（
祖
祐
）鷹

和
尚　

了
峰
和
尚

　
　
　

天（
曇
貞
）徳

和
尚　

量（
聖
寿
）外

和
尚　

芳（
祖
厳
）庵

和
尚

　
　
　

右
、
以
此
法
嗣
帳
次
第
、
当

（
永
沢
寺
）

寺
［　
　

］
惣
持
寺
妙
高
庵
堅
為
住
持
、
三
年
三
月
堅
可
守
、
但
住
院
間
、
可
致
大
切
一
若
無
其
分
、
次
輪
番
不
可
請
取
、

　
　
　

於
若
此
輪
番
請
取
白
者
異
儀
輩
者
、
不
可
号
永
沢
寺
門
下
人
説
、
雖
其
至
門
下
人
於
此
帳
堅
厥
官
者
好
々
可
守
此
旨
云

々
、

　
　
　
　
　
　

應
永
十
五
年

戊
子
九
月
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

祖
厳　
　

□
（
曇
）貞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

祖
祐　
　

真
梁　
　

（
２
）
任
期
一
年
で
は
不
案
内
の
た
め
、
總
持
寺
の
経
営
・
対
外
交
渉
な
ど
実
際
に
は
總
持
寺
後
見
芳
春
院
と
覚
皇
院
が
当
た
っ
て
い
る
。

（
３
）
普
蔵
院
（
天
正
十
五
年
以
降
）
三
冊
、
妙
高
庵
（
元
禄
六
年
以
降
）
一
冊
、
洞
川
庵
（
元
和
四
年
以
降
）
二
冊
、
伝
法
庵
（
元
和
七
年
以
降
）
二
冊
、

如
意
庵
（
元
和
元
年
以
降
）
二
冊
。
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（
４
）『
新
修
門
前
町
史
』
資
料
編
２
総
持
寺
六
三
頁
参
照
。
な
お
、
宛
者
の
衣え

は
つ鉢

閣
下
は
衣
鉢
侍
者
の
こ
と
で
あ
る
。
普
通
禅
院
に
は
住
持
に
直
属
し
、
住

持
の
身
辺
を
世
話
す
る
五
人
の
侍
者
（
衣
鉢
・
焼
香
・
請
客
・
湯
薬
・
書
状
）
が
い
る
が
、
小
規
模
の
寺
院
で
は
衣
鉢
（
え
ふ
・
い
ふ
・
い
ほ
・
え

ほ
と
も
読
む
）
侍
者
の
み
を
置
く
。
こ
れ
を
侍
衣
と
も
称
す
。

（
５
）
こ
れ
は
五
院
評
議
し
、
焼
香
九
拝
し
て
、
門
中
に
披
露
す
る
よ
う
な
峨
山
自
筆
書
状
と
あ
る
か
ら
、
康
安
二
年
（
一
三
六
二
）
正
月
十
一
日
、
峨
山

韶
磧
が
正
法
寺
二
世
月
泉
良
印
に
与
え
た
、
正
法
寺
を
陸
奥
・
出
羽
両
国
の
本
寺
と
し
て
認
め
た
置
文
「
抑
正
法
寺
、
末
代
両
国
曹
洞
の
本
寺
為
る

べ
き
の
状
、
以
て
件
の
如
し
。
康
安
二
年

壬寅
正
月
十
一
日
惣
持
韶
碩
（
花
押
）」（『
新
修
門
前
町
史
』
資
料
編
２
総
持
寺
一
九
頁
）
と
あ
る
も
の
と
思

わ
れ
る
が
、
い
く
つ
か
の
問
題
点
が
あ
る
。
第
一
、
同
文
書
は
正
法
寺
に
現
蔵
さ
れ
て
い
る
。
佐
々
木
徹
「
奥
の
正
法
寺
の
綸
旨
群
」（
東
北
学
院
大

学
中
世
史
研
究
会
『
六
軒
丁
中
世
史
研
究
』
第
十
三
号
）
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
と
、總
持
寺
所
蔵
の
貞
治
三
年
（
一
三
六
四
）「
惣
持
寺
山
門
住
持
軄
事
」

な
ど
の
峨
山
筆
跡
と
比
較
し
て
も
俄
か
に
真
偽
は
断
定
で
き
な
い
。
第
二
、
本
文
書
は
正
法
寺
の
格
式
を
証
明
す
る
重
要
な
文
書
で
あ
る
か
ら
、
特

別
な
事
情
が
な
い
限
り
手
放
す
こ
と
は
あ
り
得
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
今
後
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
６
）『
新
修
門
前
町
史
』
資
料
編
２
総
持
寺
六
三
頁
参
照
。

（
７
）
い
ず
れ
も
『
總
持
寺
住
山
記
』
に
そ
の
名
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
瑞
世
は
し
て
い
な
い
。

（
８
）『
曹
洞
宗
大
本
山
總
持
寺
御
直
末
・
元
輪
番
地
寺
院
名
鑑
』
如
意
庵
の
項
に
、
石
川
県
千
光
寺
開
山
海
雲
瑞
東
（
弘
治
二
年
〈
一
五
五
六
〉
創
立
）
と

あ
る
瑞
東
か
も
し
れ
な
い
。

（
９
）永
禄
元
年「
總
持
寺
五
院
連
署
書
状
」は
、五
院
住
持
が
連
名
し
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、い
か
な
る
事
情
か
わ
か
ら
な
い
が
、「
当
常
住
」の
記
録
は
な
い
。

（
１０
）
栗
山
泰
音
『
總
持
寺
史
』
五
五
二
頁
参
照
。

（
１１
）
他
庵
も
同
じ
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
少
な
く
と
も
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
に
は
、
五
院
の
輪
住
者
は
五
院
の
輪
住
記
に
記
録
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
１２
）
臨
済
禅
・
黄
檗
禅
公
式
サ
イ
ト
な
ど
参
照
。
な
お
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
道
津
綾
乃
主
任
学
芸
員
の
助
言
を
得
た
。

（
１３
）『
鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
四
号
所
収
「『
總
持
寺
住
山
記
』
に
つ
い
て
」
参
照
。
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（
１４
）
応
永
十
二
年
（
一
四
〇
五
）
九
月
十
五
日
入
寺
。
五
ヶ
月
在
住
。

（
１５
）
十
一
世
梅
山
聞
本
（
明
徳
元
年
十
月
廿
二
日
）、
十
四
世
竺
山
得
僊
（
応
永
五
年
十
月
廿
二
日
）
に
は
入
寺
記
録
が
あ
る
。
ま
た
百
九
十
一
世
は
法
名
・

入
寺
記
録
は
欠
き
、
二
百
十
七
世
宝
山
正
珍
は
入
寺
記
録
を
欠
く
。

（
１６
）
十
九
世
不
見
明
見
は
一
年
七
ヶ
月
、
二
十
世
石
屋
真
梁
は
一
年
八
ヶ
月
、
二
十
二
世
竹
牕
智
厳
と
二
十
三
世
芳
庵
祖
厳
は
と
も
に
一
年
六
ヶ
月
在
住

し
て
い
る
。

（
１７
）  『
鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
四
号
所
収
「『
總
持
寺
住
山
記
』
に
つ
い
て
」
参
照
。

（
１８
）『
總
持
寺
誌
』
一
六
〇
頁
参
照
。
な
お
佃
和
雄
『
能
登
總
持
寺
物
語
』
一
四
〇
頁
に
「
三
ヶ
月
を
一
期
と
す
る
勤
務
は
、
二
月
、
五
月
、
八
月
、
十
一

月
の
年
四
回
の
交
代
で
、
明
応
九
年
（
一
五
〇
〇
）
第
三
百
八
十
三
世
桃
岳
和
尚
の
代
ま
で
続
い
た
」
と
あ
る
。

（
１９
）  

天
正
十
五
年
以
降
、五
院
住
持
の
任
期
は
一
年
で
、五
院
が
交
替
（
一
老
～
五
老
）
で
七
十
五
日
を
現
方
丈
（
總
持
寺
住
持
）
と
し
て
勤
仕
し
て
い
る
が
、

実
際
の
管
理
運
営
や
対
外
折
衝
は
、
總
持
寺
後
見
の
芳
春
院
や
覚
皇
院
が
当
た
っ
て
い
る
。

（
２０
）
明
徳
元
年
（
一
三
九
〇
）
二
月
十
五
日
「
通
幻
和
尚
遺
誡
記
文
写
」、
同
年
一
月
二
十
日
「
總
持
寺
尽
未
来
際
条
々
置
文
事
」
お
よ
び
『
通
幻
寂
霊
再

住
諸
嶽
山
總
持
禅
寺
語
録
』「
退
院
上
堂
」
語
、
明
徳
二
年
五
月
五
日
『
總
持
寺
第
五
世
通
幻
大
和
尚
喪
記
』
参
照
。

　
　
　
　（
二
）『
妙
高
庵
輪
住
誌
』
と
そ
の
問
題
点

　

妙
高
庵
は
通
幻
寂
霊
（
一
三
二
二
～
一
三
九
一
）
を
開
基
と
す
る
總
持
寺
山
内
に
あ
る
塔
頭
で
あ
る
が
、
そ
の
輪
住
帳
で
あ
る
『
妙
高

庵
輪
住
誌
』
は
一
巻
一
冊
、
折
本
装
、
縦
三
五
・
五
糎
、
横
二
五
・
〇
糎
で
あ
る
。
ま
ず
最
初
に
『
妙
高
庵
輪
住
誌
』
を
翻
刻
し
、
こ
れ
に

対
応
す
る
『
總
持
寺
住
山
記
』（
現
在
ま
で
の
判
明
分
）
を
下
に
掲
げ
、
そ
の
実
情
と
問
題
点
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
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自
元
禄
六
癸
酉
暦
八
月

到
同
七
甲
戌
暦
八
月

自
元
禄
七
甲
戌
暦
八
月

到
同
八
乙
亥
暦
八
月

自
元
禄
八
乙
亥
暦
八
月

到
同
九
丙
子
暦
八
月

自
元
禄
九
丙
子
暦
八
月

到
同
十
丁
丑
暦
八
月

自
元
禄
十
丁
丑
暦
八
月

到
同
十
一
戊
寅
暦
八
月

自
元
禄
十
一
戊
寅
暦
八
月

到
同
十
二
己
卯
暦
八
月

自
元
禄
十
二
己
卯
暦
八
月

到
同
十
三
庚
辰
暦
八
月

        

越
前
州
四
十
八
谷　
　
　

播
州
川
合

不
見
派　

興
禪
寺
末
寺　

慶
徳
寺
照
外
［
慈
鑑
］
和
尚
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

但
直
請
状

              
越
前
州
宅
良　

                    

上
野
州
後
閑

天
真
派　

慈
眼
寺
末
寺　

長
源
寺
界
瑞
［
寅
國
］
和
尚
（
花
押
）

　
　
　
　
　

尾
張
州
下
津　
　
　
　
　

尾
張
州
赤
目

天
鷹
派　

正
眼
寺
末
寺　

一
心
寺
碩
峯
［
了
珖
］
和
尚
（
花
押
）

　
　
　
　
　

尾
張
州
名
護
屋　
　
　
　

尾
張
州
小
折

天
鷹
派　

万
松
寺
末
寺　

久
昌
寺
泰
嶺
和
尚
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

但
直
請
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

周
防
州
巖
國

量
外
派　
　
　
　
　
　
　

洞
泉
寺
萬
機
和
尚
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

但
直
請
状
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
狭
州

芳
庵
派　
　
　
　
　
　
　

常
在
院
岷
山
［
北
虫

道
］
和
尚
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
總
州
山
王
山

了
庵
派　
　
　
　
　
　
　

東
昌
寺
大
安
［
壽
穩
］
和
尚
（
花
押
）

 （
該
当
な
し
）

 

通
幻
派                                                           

受
業
師
龍
屋
和
尚　

上
野
之

一
万
一
千
一
百
七
十
三
世
界
瑞
和
尚 

元
禄
七
甲

戌
暦
八
月
九
日

　
　
　

長
源
寺                                                 

嗣
法
師
一
翁
和
尚　

住
僧
也

 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

     

受
業
師
明
山
和
尚　

尾
州
之

一
万
四
百
九
十
四
世
了
珖
和
尚        

元
禄
三
庚

午
天
十
月
七
日

          

一
心
寺                                                  

嗣
法
師
懶
雲
和
尚

 

通
幻
派           　

                             

受
業
師
天
室
和
尚　

尾
州
之

一
万
一
千
四
百
世
泰
嶺
和
尚 

元
禄
九
丙
子
暦
八
月
十
三
日

　
　
　

久
昌
寺                                  

嗣
法
師
髄
岩
和
尚　

住
僧
也

  （
該
当
な
し
）

 

通
幻
派          　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

受
業
師
鉄
巖
和
尚　

若
狹
州

一
万
一
千
六
百
八
十
六
世
岷
山
和
尚 

元
禄
十
一
戊
寅
暦
八
月
十
一
日

　
　
　

常
在
院                                                 

嗣
法
師
亀
翁
和
尚　

住
僧
也

 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

     

受
業
師
雲
谷
和
尚　

下
総
州
之

一
万
一
千
八
百
四
十
八
世
大
安
和
尚 

元
禄
十
二
己
卯
暦
八
月
十
三
日

　
　
　

東
昌
寺                                                 

嗣
法
師
大
蟲
和
尚　

住
僧
也

　
　
　

妙
高
庵
輪
住
誌

　
　
　

總
持
寺
住
山
記
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自
元
禄
十
三
庚
辰
暦
八
月

到
同
十
四
辛
巳
暦
八
月

自
元
禄
十
四
辛
巳
暦
八
月

到
同
十
五
壬
午
暦
八
月

自
元
禄
十
五
壬
午
暦
八
月

到
同
十
六
癸
未
暦
八
月

自
元
禄
十
六
癸
未
暦
八
月

到
同
寶
永
元
甲
申
暦
八
月

自
寶
永
元
甲
申
暦
八
月

到
同
二
乙
酉
暦
八
月

自
寶
永
二
乙
酉
暦
八
月

到
同
三
丙
戌
暦
八
月

自
寶
永
三
丙
戌
暦
八
月

到
同
四
丁
亥
暦
八
月

自
寶
永
四
丁
亥
暦
八
月

到
同
五
戊
子
暦
八
月

石
屋
派　

長
門
州
深
川　

大
寧
寺
癡
絕
［
傳
心
］
和
尚
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

但
直
請
状
也

普
濟
派　

加
州
金
澤　
　

宗
徳
寺
石
翁
和
尚
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

但
直
請
状
也

普
濟
派　

越
中
高
岡　
　

瑞
龍
寺
央
山
［
玄
中
］
和
尚
（
花
押
）

不
見
派　

長
州
萩　
　
　

海
潮
寺
［
大
癡
］
本
了
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

但
直
請
状
也

　
　
　
　

  

越
前
州
宅
良            

駿
州
敷
地

天
真
派　

慈
眼
寺
末
寺　

徳
願
寺
默
癡
［
愚
中
］（
花
押
）

　　
　
　
　

尾
張
州
白
坂               

尾
張
州
名
古
屋

天
鷹
派　

雲
興
寺
末
寺　

乾
徳
寺
香
峯
（
花
押
）

　
　
　
　
（
朱
）
正
眼
寺
代
住

普
濟
派　
　
　
　
　
　
　

芳
春
院
道
康
（
花
押
）

　
　
　
　

武
州
秩
父　
　

            

紀
伊
州
長
嶋

了
庵
派　

清
泉
寺
末
寺　

常
光
院
別
傳
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

但
直
請
状
也

 

通
幻
派　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

受
業
師
周
鋒
和
尚　

長
州
之

一
万
二
千
十
五
世
癡
絕
和
尚  

元
禄
十
三
庚
申
暦
八
月
十
四
日

　
　
　

大
寧
寺                                    

嗣
法
師
明
山
和
尚　

住
僧
也

 （
該
当
な
し
）

 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

受
業
師
璞
雄
和
尚　

越
中
州
之

一
万
二
千
四
百
十
世
央
山
和
尚  

元
禄
十
五
壬
午
暦
八
月
十
日

　
　

瑞
龍
寺                                             

嗣
法
師
易
天
和
尚　

住
僧
也

 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

受
業
師
本
節
和
尚　

長
州
之

一
万
一
千
八
百
四
十
二
世
本
了
和
尚  

元
禄
十
二
己
卯
暦
八
月
三
日

　
　
　

光
永
寺                                               　

嗣
法
師
本
節
和
尚　

住
僧
也

  

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

受
業
師
愚
肝
和
尚　

駿
州
之

一
万
二
千
七
百
卅
八
世
默
癡
和
尚   

寶
永
元
年
甲
申
八
月
九
日

同
派
徳
願
寺                                                   

嗣
法
師
愚
肝
和
尚　

住
僧
也

（
該
当
な
し
）

（
該
当
な
し
）

 

通
幻
派　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

        

受
業
師
雪
岩
和
尚　

紀
州
之

一
万
三
千
三
百
三
十
六
世
別
傳
和
尚   

寶
永
四
丁
亥
歳
八
月
十
三
日

　
　
　

    

常
光
院                                                

嗣
法
師
雪
岩
和
尚　

住
僧
也
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自
寶
永
五
戊
子
暦
八
月

到
同
六
己
丑
暦
八
月

自
寶
永
六
己
丑
暦
八
月

到
同
七
庚
寅
暦
八
月

自
寶
永
七
庚
寅
暦
八
月

到
正
徳
元
辛
卯
暦
八
月

自
正
徳
元
辛
卯
八
月

到
正
徳
二
壬
辰
八
月

自
正
徳
二
壬
辰
八
月

到
同
三
癸
巳
八
月

自
正
徳
三
癸
巳
八
月

到
同
四
甲
午
八
月

自
正
徳
四
甲
午
八
月

到
同
五
乙
未
八
月

自
正
徳
五
乙
未
八
月

到
同
六
丙
申
八
月

                                     

濃
州
大
垣

芳
菴
派　
　
　
　
　
　
　

全
昌
寺
晦
翁
［
廓
道
］（
花
押
）

                                     

上
州
白
井

了
菴
派　
　
　
　
　
　
　

雙
林
寺
物
外
［
梅
應
］（
花
押
）

                                     

薩
州
伊
集
院

石
屋
派　
　
　
　
　
　
　

妙
圓
寺
宗
賢
［
聖
燈
］（
花
押
）

                                     
肥
後
州
求
麻

一
徑
派　
　
　
　
　
　
　

永
國
寺
［
瞎
牛
］
大
用
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

但
直
請
状
也

                                     

加
州
金
澤

普
濟
派　
　
　
　
　
　
　

宗
徳
寺
禪
山
（
花
押
）

                                     

越
前
州
四
十
八
谷

不
見
派　
　
　
　
　
　
　

興
禪
寺
通
天
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

但
直
請
状
也

　
　
　
　
　

越
前
州
宅
良             

若
州
佐
田

天
眞
派　

慈
眼
寺
末
寺　

芳
春
寺
旭
潭
［
晃
］（
花
押
）

　
　
　
　

 

丹
波
村
雲                 

丹
後
國
田
邉

天
鷹
派　

洞
光
寺
末
寺　

桂
林
寺
香
邦
［
吁
蓮
］ （
花
押
）

 

通
幻
派　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

受
業
師
單
傳
和
尚　

濃
州
之

一
万
三
千
四
百
九
十
世
晦
翁
和
尚   

寶
永
五
戊
子
年
八
月
十
四
日

　
　
　

 

全
昌
寺                                              

嗣
法
師
單
傳
和
尚　

住
僧
也

 

通
幻
派           　
　
　
　
　

 

再
公
文            

受
業
師
大
熊
和
尚　

上
州
之

一
万
三
千
六
百
九
十
一
世
梅
應
和
尚  

寶
永
六
己
丑
歳
八
月
八
日

　
　
　

  

双
林
寺                                         

嗣
法
師
天
柱
和
尚　

住
僧
也

 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

受
業
師
春
岱
和
尚　

薩
州
之

一
万
三
千
八
百
七
十
五
世
宗
賢
和
尚  

寶
永
七
庚
寅
八
月
八
日

　
　
　

妙
圓
寺                                               　

嗣
法
師
賢
宅
和
尚　

住
僧
也

 

通
幻
派　
　
　
　
　
　
　

再
公
文　
　
　

    

受
業
師
存
忠
和
尚　

肥
後
州
之

一
万
四
千
五
十
五
世
大
用
和
尚  

正
徳
元
辛
卯
年
八
月
九
日

　
　
　

永
國
寺                                         

嗣
法
師
門
啓
和
尚　

住
僧
也

（
該
当
な
し
）

（
該
当
な
し
）

 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

受
業
師
腰
雪
和
尚　

若
狹
州
之

一
万
四
千
七
百
八
十
七
世
旭
潭
和
尚  

正
徳
四
甲
午
年
八
月
八
日

　
　
　

    

芳
春
寺                                              

嗣
法
師
腰
雪
和
尚　

住
僧
也

 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

受
業
師
霊
重
和
尚　

丹
後
之

一
万
五
千
十
七
世
香
邦
和
尚  

正
徳
五
乙

未
年
八
月
八
日

　
　
　

    

桂
林
寺                                

嗣
法
師
霊
重
和
尚　

住
僧
也
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本
州
鵜
川                 

同
州
馬
彳枼

天
徳
派　

万
年
寺
末
寺　

本
光
寺

（
緤
）

月
吼
［
旭
潭
］ （
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

但
直
請
状
也

                                              

周
防
州
巖
國

量
外
派　
　
　
　
　
　
　

洞
泉
寺
［
譽
慧
］
福
元
和
尚
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

但
直
請
状
也

                                              

若
州
田
上

芳
庵
派　
　
　
　
　
　
　

常
在
院
冑
山
［
覺
英
］ （
花
押
）

                                              

常
州
水
戸
杉
室

了
庵
派　
　
　
　
　
　
　

大
雄
院
天
山
［
存
澤
］ （
花
押
）

　
　
　
　

 

長
州
深
川                

石
州
益
田

石
屋
派　

大
寧
寺
代
住　

妙
義
寺
［
雪
堂
］
惟
白
（
花
押
）

                                              

本
州
輪
嶋

普
濟
派　
　
　
　
　
　
　

蓮
江
寺
大
通
［
承
天
］ （
花
押
）

　
　
　
　

 

越
前
州
府
中             

攝
州
大
坂

普
濟
派　

金
剛
院
末
寺　

龍
海
寺
圝
（
巒
）江

［
宗
徹
］ （
花
押
）

 

當
山
三
住

不
見
派　

長
州
萩　
　
　

海
潮
寺
［
大
癡
］
本
了
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

但
直

（
請
脱
か
）

状
也

（
該
当
な
し
）

（
該
当
な
し
）

（
該
当
な
し
）

（
該
当
な
し
）

 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

受
業
師
祖
傳
和
尚　

石
州
之

一
万
六
千
百
十
九
世
惟
白
和
尚  

享
保
五
年
庚

子
八
月
十
日

　
　
　

    

妙
義
寺                                     

嗣
法
師
祖
傳
和
尚　

住
僧
也

（
該
当
な
し
）

 

通
幻
派 

再
公
文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

         

受
業
師
俊
嶺
和
尚　

攝
州
之

一
万
六
千
三
百
六
十
九
世
圝
江
和
尚  

享
保
七
壬

寅
年
八
月
十
日

　
　
　

     

龍
海
寺                                              

嗣
法
師
萬
畊
和
尚　

住
僧
也

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

       

受
業
師
本
節
和
尚　

長
州
之

一
万
一
千
八
百
四
十
二
世
本
了
和
尚  

元
禄
十
二
己
卯
暦
八
月
三
日

　
　
　

         

光
永
寺                                      　

嗣
法
師
本
節
和
尚　

住
僧
也

自
享
保
元
丙
申
八
月

到
同
二
丁
酉
八
月

自
享
保
二
丁
酉
八
月

到
同
三
戊
戌
八
月

自
享
保
三
戊
戌
八
月

到
同
四
己
亥
八
月

自
享
保
四
己
亥
八
月

到
同
五
庚
子
八
月

自
享
保
五
庚
子
八
月

到
同
六
年
辛
丑
八
月

自
享
保
六
辛
丑
八
月

到
同
七
壬
寅
八
月

従
享
保
七
壬
寅
八
月

到
同
八
癸
卯
八
月

從
享
保
八
癸
卯
八
月

到
同
九
甲
辰
八
月
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從
享
保
九
甲
辰
八
月

到
同
十
乙
巳
八
月

從
享
保
十
乙
巳
八
月

到
同
十
一
丙
午
八
月

從
享
保
十
一
丙
午
八
月

到
同
十
二
丁
未
八
月

従
享
保
十
二
丁
未
八
月

到
同
十
三
戊
申
八
月

従
享
保
十
三
戊
申
八
月

到
同
十
四
己
酉
八
月

從
享
保
十
四
己
酉
八
月

到
同
十
五
庚
戌
八
月

從
享
保
十
五
庚
戌
八
月

到
同
十
六
辛
亥
秋
八
月

從
享
保
十
六
辛
亥
八
月

到
同
十
七
壬
子
年
八
月

                                              

但
州
豐
岡

天
真
派　
　
　
　
　
　
　

養
源
寺
天
產
［
靈
苗
］ （
花
押
）

                                              

尾
州
名
護
屋

天
鷹
派　
　
　
　
　
　
　

萬
松
寺
吾
有
［
雲
瑞
］（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

但
直
請
状

                                              

越
中
魚
津

天
真
派　
　
　
　
　
　
　

常
泉
寺
圓
通
［
海
音
］（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

但
直
請
状

　
　
　
　

 

奥
州                       

越
後
草
水

了
菴
派　

長
祿
寺
末
寺　

観
音
寺
寂
菴
［
惠
鐘
］（
花
押
）

量
外
派
之
補
住
也　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

但
直
請
状

                                              

越
前
春
日
野

芳
菴
派　
　
　
　
　
　
　

盛
景
寺
鐵
門
（
花
押
）

　
　
　
　

 

相
州                       

上
州
白
井     

當
山
三
住

了
庵
派　

最
乗
寺
末
寺　

雙
林
寺
［
玉
秀
］
祖
英
（
花
押
）

                                              

薩
州
鹿
児
府

石
屋
派　
　
　
　
　
　
　

南
林
寺
實
禪
（
花
押
）

                                              

肥
後
州
求
麻

一
徑
派　
　
　
　
　
　
　

永
國
寺
［
仲
山
］
光
國
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

但
直
請
状

（
該
当
な
し
）

  

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

受
業
師
海
岸
和
尚　

尾
州
之

一
万
六
千
八
百
八
十
七
世
雲
瑞
和
尚  

享
保
十
乙

巳
年
八
月
七
日

再
公
文
萬
松
寺                                               　

嗣
法
師
雲
山
和
尚　

住
僧
也

 （
該
当
な
し
）

 

通
幻
派
再
公
文    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

受
業
師
泉
牛
和
尚　

越
後
之

一
万
七
千
二
百
七
十
四
世
寂
庵
和
尚  

享
保
十
二
丁

未
年
八
月
七
日

　
　
　

    

観
音
寺                                          　

 

嗣
法
師
泉
牛
和
尚　

住
僧
也

 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

受
業
師
元
苗
和
尚　

越
前
之

一
万
三
千
三
十
六
世
鐵
門
和
尚  

寶
永
三
丙

戌
年
三
月
廿
日

同
派
盛
景
寺                                            

嗣
法
師
元
苗
和
尚　

住
僧
也

（
該
当
な
し
）

（
該
当
な
し
）

 

通
幻
派　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

受
業
師
大
用
和
尚　

肥
後
之

一
万
七
千
九
百
六
世
光
國
和
尚  

享
保
十
六
辛

亥
年
四
月
廿
八
日

　
　
　

 

石
水
寺                                        

嗣
法
師
大
用
和
尚　

住
僧
也
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従
享
保
十
七
壬
子
年
八
月

到
同
十
八
癸
丑
年
八
月

從
享
保
十
八
癸
丑
八
月

到
同
十
九
甲
寅
八
月

自
享
保
十
九
甲
寅
八
月

到
同
二
十
乙
卯
八
月

自
享
保
二
十
乙
卯
八
月

到
同
二
十
一
丙
辰
八
月

自
元
文
元
丙
辰
八
月

到
元
文
二
丁
巳
八
月

自
元
文
二
丁
巳
八
月

到
元
文
三
戊
午
八
月

自
元
文
三
戊
午
八
月

到
元
文
四
己
未
八
月

自
元
文
四
己
未
八
月

開
基
和
尚
三
百
五
十
年
忌
時

到
元
文
五
庚
申
八
月

                                              

加
州
金
澤

普
濟
派　
　
　
　
　
　
　

桃
雲
寺
［
滄
海
］
良
堂
（
花
押
）

                                              

播
州
三
木

不
見
派　
　
　
　
　
　
　

雲
龍
寺
［
未
了
］
高
禪
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

直
請
状

                                              

下
野
國
宇
都
宮

天
眞
派　
　
　
　
　
　
　

成
高
寺
湛
然
［
穿
海
］（
花
押
）

　
　
　
　

 

尾
州
白
坂               

加
州
宮
腰

天
鷹
派　

雲
興
寺
末
寺　

龍
源
寺
牧
翁
［
麟
］（
花
押
）

　
　
　

  

正

                                              

當
山
後
見

普
濟
派　
　
　
　
　
　
　

芳
春
院
宀呆　
山

（
実
）

（
花
押
）

　
　
　

天
徳
派
之
補
住
直
請
疏
也　

                                              

周
防
巖
國

量
外
派　
　
　
　
　
　
　

洞
泉
寺
［
無
際
］
實
際
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

直
請
状

                                              

加
州
金
沢

天
眞
派　
　
　
　
　
　
　

永
福
寺
［
大
圓
］
義
道
（
花
押
）

　
　
　

芳
庵
派
補
住   　
　
　
　
　
　
　

 

直
請
状

　
　
　
　

総
州
國
府
台              

奥
州
須
賀
川

了
庵
派　

總
寧
寺
末
寺　

長
祿
寺
碧
鷗
［
海
春
］（
花
押
）

（
該
当
な
し
）

 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

受
業
師
ロ笑

　

山
和
尚　

播
州
之

一
万
八
千
三
百
十
六
世
高
禪
和
尚    

享
保
十
八
癸

丑
年
八
月
十
三
日

　
　

再
公
文 

雲
龍
寺                                      

嗣
法
師
ロ笑

　

山
和
尚　

住
僧
也

 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

受
業
師
普
傳
和
尚　

下
野
之

一
万
七
千
百
九
十
四
世
穿
海
和
尚    

享
保
十
二
丁

未
年
三
月
廿
一
日

　
　
　

 

地
蔵
寺                                              

嗣
法
師
黙
音
和
尚　

住
僧
也

（
該
当
な
し
）

（
該
当
な
し
）

 

通
幻
派　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

       

受
業
師
祖
要
和
尚　

防
州
之

一
万
九
千
二
百
六
十
九
世
宀呆　
際

（
実
）

和
尚  

元
文
二
丁

巳
年
八
月
十
二
日

再
公
文 

洞
泉
寺                                                  

嗣
法
師
高
圓
和
尚　

住
僧
也

（
該
当
な
し
）

 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

受
業
師
俊
際
和
尚　

奥
州
之

一
万
九
千
八
百
三
十
一
世
碧
鷗
和
尚  

元
文
四
己

未
年
八
月
四
日

再
公
文 

長
祿
寺                                              　

嗣
法
師
本
光
和
尚　

住
僧
也
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通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　

 

受
業
師
寛
啓
和
尚　

長
州
之

二
万
百
二
十
世
靈
苗
和
尚  

元
文
五
庚

申
年
八
月
八
日

再
公
文 

大
寧
寺                              

嗣
法
師
良
悟
和
尚　

住
僧
也

（
該
当
な
し
）

 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

受
業
師
恩
猊
和
尚　

加
州
之

二
萬
五
百
七
十
世
道
癡
和
尚  

寛
保
二
壬

戌
年
八
月
九
日

再
公
文 

松
山
寺                                   

嗣
法
師
道
富
和
尚　

住
僧
也

 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

受
業
師
本
了
和
尚　

長
州
之

一
万
七
千
五
百
六
十
六
世
癡
達
和
尚   

享
保
十
四
己

酉
年
三
月
廿
二
日

　
　
　

 

法
蔵
寺                                                 

嗣
法
師
本
了
和
尚　

住
僧
也

（
該
当
な
し
）

（
該
当
な
し
）

（
該
当
な
し
）

（
該
当
な
し
）

自
元
文
五
庚
申
八
月

到
寛
保
元
辛
酉
八
月

從
寛
保
元
辛
酉
八
月

到
同
二
年
壬
戌
八
月

從
寛
保
二
壬
戌
八
月

到
同
三
癸
亥
八
月

従
寛
保
三
年
癸
亥
八
月

到
延
享
元
年
甲
子
八
月

従
延
享
元
年
甲
子
八
月

到
延
享
二
年
乙
丑
八
月

従
延
享
二
乙
丑
八
月

到
延
享
三
丙
寅
八
月

従
延
享
三
丙
寅
八
月

到
同
四
丁
卯
八
月

自
延
享
四
丁
卯
八
月

到
寛
延
元
戊
辰
八
月

                                              

長
州
深
川

石
屋
派　
　
　
　
　
　
　

大
寧
寺
蜀犬

　 　　

產

（
獨
）

［
靈
苗
］（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

直
請
状

                                              

奥
州
津
軽

普
濟
派　
　
　
　
　
　
　

長
勝
寺
拈
笑
［
廬
山
］（
花
押
）

                                              

加
州
金
澤

天
眞
派　
　
　
　
　
　
　

松
山
寺
牧
翁
［
道
痴
］（
花
押
）

一
徑
派
之
補
住
直
請
疏

                                              

長
州
萩

不
見
派　
　
　
　
　
　
　

海
潮
寺
［
兀
山
］
癡
達
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

但
直
請
状
也

                                              

信
州
松
本

天
真
派　
　
　
　
　
　
　

廣
澤
寺
［
立
寶
］
惠
介
（
花
押
）

                                              

丹
波
州
村
雲

天
鷹
派　
　
　
　
　
　
　

洞
光
寺
天
霖
（
花
押
）

　
　
　

正

                                              

加
州
宮
腰

天
鷹
派　
　
　
　
　
　
　

龍
源
寺
大
休
［
門
］（
花
押
）

天
徳
派
本
州
万
年
寺
代
住

                                              

信
州
松
代

天
眞
派　
　
　
　
　
　
　

長
國
寺
密
峯
［
靜
雲
］（
花
押
）

　

 

量
外
派
補
住　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

但
直
請
状　
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通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

受
業
師
明
堂
和
尚　

攝
州
之

一
万
九
千
七
十
世
大
千
和
尚  

享
保
廿
一
丙

辰
年
五
月
十
二
日

　
　
　

    

全
昌
寺                                

嗣
法
師
道
如
和
尚　

住
僧
也

 

通
幻
派
再
公
文　
　
　
　
　
　
　
　
　

       

受
業
師
即
随
和
尚　

上
州
之

二
万
二
千
八
十
五
世
即
融
和
尚  

寛
延
二
己

巳
年
八
月
九
日

　
　
　

    

雙
林
寺                                     

嗣
法
師
黙
随
和
尚　

住
僧
也

（
該
当
な
し
）

（
該
当
な
し
）

 

通
幻
派
再
公
文　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

             

受
業
師
石
門
和
尚　

越
前
之

二
万
二
千
六
百
六
十
六
世
玉
麟
和
尚  

寶
暦
二
壬

申
年
八
月
九
日

　
　
　

     

金
剛
院                                             

嗣
法
師
石
門
和
尚　

住
僧
也

 

通
幻
派
再
公
文  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

受
業
師
睡
巖
和
尚　

越
前
之

二
万
二
千
九
百
七
十
二
世
天
嶺
和
尚  

寶
暦
三
癸

酉
年
八
月
十
一
日

　
　
　

     

興
禪
寺                                         　

 

嗣
法
師
覚
門
和
尚　

住
僧
也

 

通
幻
派
再
公
文 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

受
業
師
寛
明
和
尚　

伊
州
之

二
万
三
千
百
六
十
六
世
大
歲
明
和
尚  

寶
暦
四
甲

戌
年
八
月
九
日

                    

廣
禪
寺                                     

嗣
法
師
智
性
和
尚　

住
僧
也

 

通
幻
派　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

受
業
師
春
良
和
尚　

尾
州
之

二
万
三
千
三
百
六
十
世
柏
春
和
尚  

寶
暦
五
乙
亥
年
八
月
十
日

     

再
公
文  

雲
興
寺                                       

嗣
法
師
紹
道
和
尚　

住
僧
也

従
寛
延
元
戊
辰
八
月

到
同
二
己
巳
八
月

従
寛
延
二
己
巳
八
月

到
同
三
庚
午
八
月

自
寛
延
三
庚
午
八
月

到
同
四
辛
未
八
月

従
寶
暦
元
辛
未
八
月

到
同
二
壬
申
八
月

従
寶
暦
二
壬
申
八
月

到
同
三
癸
酉
八
月

從
寶
暦
三
癸
酉
八
月

到
同
四
甲
戌
八
月

從
寶
暦
四
甲
戌
八
月

到
同
五
季
乙
亥
八
月

從
寶
暦
五
乙
亥
八
月

到
同
六
年
丙
子
八
月

                                              

攝
州
尼
﨑                                              

芳
菴
派　
　
　
　
　
　
　

全
昌
寺
大
千
（
花
押
）

　
　
　
　

 

相
州                        

上
州
白
井

了
庵
派　

最
乗
寺
末
寺　

雙
林
寺
［
如
實
］
即
融
（
花
押
）

                                              

薩
州
伊
集
院
郷

石
屋
派　
　
　
　
　
　
　

妙
圓
寺
一
圓
［
白
卍
］（
花
押
）

                                              

肥
州
求
麻

一
徑
派　
　
　
　
　
　
　

永
國
寺
［
發
道
］
大
瞎
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

但
直
請
状
也

                                              

越
前
府
中

普
濟
派　
　
　
　
　
　
　

金
剛
院
玉
麟
［
角
瑞
］（
花
押
）

                                              

越
前
四
十
八
谷

不
見
派　
　
　
　
　
　
　

興
禪
寺
天
嶺
［
現
瑞
］（
花
押
）

　
　
　
　

幡
州
慶
徳
寺
代
住

                                              

伊
州
上
野
城

天
眞
派　
　
　
　
　
　
　

廣
禪
寺
龍
眉
［
大
歲
明
］（
花
押
）

                                              

尾
州
白
坂

天
鷹
派　
　
　
　
　
　
　

雲
興
寺
［
大
興
］
柏
春
（
花
押
）

　
　
　
　
　

正
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（
該
当
な
し
）

 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

受
業
師
實
際
和
尚　

防
州
之

二
万
二
千
四
百
八
十
八
世
實
参
和
尚  

寛
延
四
辛

未
年
十
月
廿
五
日

　
　
　

慶
雲
庵                                               　

嗣
法
師
實
際
和
尚　

住
僧
也

（
該
当
な
し
）

 

再
公
文
通
幻
派　
　
　
　
　
　
　
　
　

            

受
業
師
大
圭
和
尚　

奥
州
之

二
万
四
千
百
八
十
九
世
徹
音
和
尚  

寶
暦
九
己

卯
年
八
月
九
日

　
　
　

     

長
泉
寺                                        

嗣
法
師
高
鈞
和
尚　

住
僧
也

 

通
幻
派
再
公
文   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

受
業
師
體
道
和
尚　

長
州
之

二
万
四
千
四

（
大
）

百
十
五
世
吞
海
和
尚  

寶
暦
十
庚

辰
年
八
月
三
日

　
　
　

     

太
寧
寺                                         

嗣
法
師
良
悟
和
尚　

住
僧
也

 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　

 

受
業
師
恵
水
和
尚　

信
州
之

二
万
千
八
百
世
實
悟
和
尚  

延
享
五
戊

辰
年
四
月
五
日

　
　
　

   

福
正
院                            

嗣
法
師
雲
峰
和
尚　

住
僧
也

（
該
当
な
し
）

（
該
当
な
し
）

從
寶
暦
六
年
丙
子
八
月

到
同
七
年
丁
丑
八
月

從
寶
暦
七
年
丁
丑
八
月

到
同
八
年
戊
寅
八
月

從
寶
暦
八
年
戊
寅
八
月

到
同
九
年
己
卯
八
月

寶
暦
九
己
卯
天
八
月
ヨ
リ

同
十
庚
辰
八
月
迠　
　

自
寶
暦
十
庚
辰
八
月　

至
寶
暦
十
一
辛
巳
八
月

自
寶
暦
十
一
辛
巳
八
月

至
寶
暦
十
二
壬
午
八
月

自
寶
暦
十
二
壬
午
八
月

至
寶
暦
十
三
癸
未
八
月

従
寶
暦
十
三
癸
未
八
月

到
明
和
元
甲
申
八
月

                                              

信
州
禰
津

了
菴
派　
　
　
　
　
　
　

定
津
院
［
梅
源
］
道
芳
（
花
押
）

　
　

天
徳
派
之
補
住　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

但
直
請
状
也

                                              

防
州
岩
國

量
外
派　
　
　
　
　
　
　

洞
泉
寺
［
匡
業
］
宀呆　
参

（
実
）

（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

但
直
請
状
也

                                              

若
州
田
上

芳
菴
派　
　
　
　
　
　
　

常
在
院
［
大
龍
］
義
圓
（
花
押
）

                                              

奥
州
角
田

了
庵
派　
　
　
　
　
　
　

長
泉
寺
［
大
光
］
徹
音
（
花
押
）

                                              

長
州
深
川　
　
　

石
屋
派　
　
　
　
　
　
　

大
寧
寺
吞
海
［
未
了
］（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

直
請
状

                                              

信
州
小
諸

了
庵
派　
　
　
　
　
　
　

海
應
院
實
悟
［
性
愚
］（
花
押
）

　

一
徑
派
之
補
住　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

直
請
状

　
　
　
　

 

越
中
高
岡　

            

越
後
州
原
邑

普
濟
派　

瑞
龍
寺
代
住　

普
光
寺
［
洞
明
］
素
仙
（
花
押
）

                                              

長
州
萩

不
見
派　
　
　
　
　
　
　

海
潮
寺
［
逆
法
］
良
遂
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

直
請
状
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通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

受
業
師
萬
重
和
尚　

下
野
之

二
万
五
千
三
百
八
十
世
乾
梁
和
尚  

明
和
元
甲
申
年
八
月
九
日

 

再
公
文 

長
林
寺                                            

嗣
法
師
高
峰
和
尚　

住
僧
也

（
該
当
な
し
）

（
該
当
な
し
）

（
該
当
な
し
）

 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

     

受
業
師
百
巖
和
尚　

若
州
之

二
万
六
千
百
五
十
四
世
萬
珪
和
尚  

明
和
五
戊
子
年
八
月
五
日

 

再
公
文 

臥
龍
院                                            

嗣
法
師
百
巖
和
尚　

住
僧
也

 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

受
業
師
震
國
和
尚　

上
州
之

二
万
六
千
三
百
五
十
七
世
慧
外
和
尚  

明
和
六
己
丑
年
八
月
六
日

 

再
公
文 

嶽
林
寺                                                 

嗣
法
師
大
愚
和
尚　

住
僧
也

 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

受
業
師
密
山
和
尚　

薩
州
之

二
万
六
千
五
百
五
十
八
世
昂
然
和
尚   

明
和
七
庚
寅
年
八
月
八
日

 

再
公
文 

興
國
寺                                                 

嗣
法
師
良
牛
和
尚　

住
僧
也

 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

受
業
師
大
瞎
和
尚　

肥
後
之

二
万
六
千
七
百
十
世
天
中
和
尚  

明
和
八
辛

卯
年
八
月
七
日

　
　
　

    

永
國
寺                                     

嗣
法
師
可
翁
和
尚　

住
僧
也

従
明
和
元
甲
申
八
月

到
明
和
二
乙
酉
八
月

従
明
和
二
乙
酉
八
月

到
明
和
三
丙
戌
八
月

従
明
和
三
丙
戌
八
月

到
明
和
四
丁
亥
八
月

従
明
和
四
丁
亥
八
月

到
明
和
五
戊
子
八
月

従
明
和
五
戊
子
八
月

到
明
和
六
己
丑
八
月

従
明
和
六
己
丑
八
月

到
明
和
七
庚
寅
八
月

従
明
和
七
庚
寅
八
月

到
明
和
八
辛
卯
八
月

従
明
和
八
辛
卯
八
月

到
明
和
九
壬
辰
八
月

　
　
　
　

 

越
前
宅
良                

野
州
足
利

天
眞
派　

慈
眼
寺
末　
　

長
林
寺
［
棟
巖
］
乾
梁
（
花
押
）

　
　
　
　

 

尾
州
三
淵                

信
州
蘆
田

天
鷹
派　

正
眼
寺
末　
　

光
徳
寺
［
嬾
庵
］
大
淳
（
花
押
）

　
　
　
　

加
刕                        

本
州
輪
嶋

普
濟
派　

寶
圓
寺
末　
　

蓮
江
寺
［
墨
外
］
良
繩
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

直
請
状

                                              

信
州
前
山

了
菴
派　
　
　
　
　
　
　

貞
祥
寺
［
明
庵
］
哲
了
（
花
押
）

 

天
徳
派
之
補
住　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

但
直
請
状
也

                                              

若
州
三
方

芳
菴
派　
　
　
　
　
　
　

臥
龍
院
白
如
［
萬
珪
］（
花
押
）

                                              　

代
住

　
　
　
　

 

同
州                                   

上
州
沼
田
月
夜
野

了
庵
派　

雙
林
寺
後
見
代
住　

嶽
林
寺
［
物
先
］
慧
外
（
花
押
）

                                              

薩
州
鹿
児
島

石
屋
派　
　
　
　
　
　
　

興
國
寺
昂
然
（
花
押
）

                                              

肥
後
州
求
麻

一
徑
派　
　
　
　
　
　
　

永
國
寺
［
慧
日
］
天
中
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

直
請
状
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大
源
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

受
業
師
石
橋
和
尚　

本
州
之

二
万
六
千
八
百
七
十
六
世
雪
巖
和
尚  

明
和
九
壬

辰
年
八
月
九
日

 

再
公
文 

龍
門
寺                                             　

嗣
法
師
棟
外
和
尚　

住
僧
也

 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

二
万
七
千
九
十
二
世
千
毛
和
尚  （
以
下
記
録
な
し
）

 

再
公
文 

正
法
寺                                         　

 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

受
業
師
芳
山
和
尚　

加
州
之

二
万
七
千
二
百
四
十
七
世
千
榮
和
尚  

安
永
三
甲

午
年
八
月
五
日

 

再
公
文 

松
山
寺                                         　

    

嗣
法
師
石
蘭
和
尚　

住
僧
也

 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

受
業
師
性
海
和
尚　

上
州
之

二
万
六
千
七
百
七
十
四
世
實
圓
和
尚  

明
和
九
壬

辰
年
三
月
十
八
日

　
　
　

           

光
徳
寺                                    　

嗣
法
師
宗
照
和
尚　

住
僧
也

 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

受
業
師
石
門
和
尚　

周
防
之

二
万
七
千
七
百
四
世
老
卵
和
尚  

安
永
五
丙
申
年
八
月
十
一
日

 

再
公
文 

洞
泉
寺                                       

嗣
法
師
鐡
文
和
尚　

住
僧
也

 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

受
業
師
海
鷗
和
尚　

信
州
之

二
万
七
千
八
百
九
十
世
智
嶽
和
尚    

安
永
六
丁
酉
年
八
月
九
日

 

再
公
文 

長
國
寺                                            

嗣
法
師
密
峯
和
尚　

住
僧
也

 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

受
業
師
快
蓊
和
尚　

若
州
之

二
万
八
千
七
十
二
世
賢
巖
和
尚  

安
永
七
戊
戌
年
八
月
六
日

 

再
公
文 

常
在
院                                       

嗣
法
師
泰
淳
和
尚　

住
僧
也

 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

受
業
師
孝
順
和
尚　

常
州
之

二
萬
三
千
六
百
七
世
廓
順
和
尚  

寶
暦
七
丁

丑
年
三
月
十
日

　
　
　

      

観
音
院                                   

嗣
法
師
積
順
和
尚　

住
僧
也

従
明
和
九
壬
辰
八
月

到
安
永
二
癸
巳
八
月

従
安
永
二
癸
巳
八
月

到
安
永
三
甲
午
八
月

従
安
永
三
甲
午
八
月

到
安
永
四
乙
未
八
月

従
安
永
四
乙
未
八
月

到
安
永
五
丙
申
八
月

従
安
永
五
丙
申
八
月

到
安
永
六
丁
酉
八
月

従
安
永
六
丁
酉
八
月

到
安
永
七
戊
戌
八
月

従
安
永
七
戊
戌
八
月

到
安
永
八
己
亥
八
月

従
安
永
八
己
亥
八
月

到
安
永
九
庚
子
八
月

　
　
　
　

 

加
州                       

本
州
所
口

普
濟
派　

宗
徳
寺
代
住　

龍
門
寺
雪
巖
（
花
押
）

　
　
　
　

 

越
前                       

遠
州
曽
我
山

不
見
派　

興
禪
寺
代
住　

正
法
寺
千
毛
［
綱
賢
］（
花
押
）

                                              

加
州
金
澤

天
眞
派　
　
　
　
　
　
　

松
山
寺
千
英
［
祥
雲
］（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

直
請
状

　
　
　
　

 

尾
州
下
津                

上
州
藤
岡

天
鷹
派　

正
眼
寺
末　
　

光
徳
寺
［
覺
嚴
］
實
圓
（
花
押
）

                                              

防
州
岩
國

量
外
派　
　
　
　
　
　
　

洞
泉
寺
［
父
幼
］
老
卵
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

直
請
状

                                              

信
州
松
代

天
眞
派　
　
　
　
　
　
　

長
國
寺
［
哲
仙
］
智
嶽
（
花
押
）

　
　

   

天
徳
派
之
補
住
也 　
　
　
　
　
　
　

 

直
請
状　

三
十
年
一
回
也　

                                              

若
州
田
上

芳
菴
派　
　
　
　
　
　
　

常
在
院
賢
巖
［
良
得
］（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

直
請
状

                                              

常
州
水
戸
杉
室

了
菴
派　
　
　
　
　
　
　

大
雄
院
德
翁
［
廓
順
］（
花
押
）
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通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

受
業
師
寂
眼
和
尚　

因
州
之

二
万
八
千
四
百
十
四
世
快
仙
和
尚   

安
永
九
庚
子
年
八
月
十
日

 

再
公
文 

景
福
寺                                            

嗣
法
師
寂
眼
和
尚　

住
僧
也

（
該
当
な
し
）

（
該
当
な
し
）

（
該
当
な
し
）

 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

受
業
師
道
着
和
尚　

信
州
之

二
万
八
千
九
百
八
十
一
世
大
忍
和
尚  

天
明
四
甲

辰
年
八
月
十
二
日

 

再
公
文 

龍
勝
寺                                            　

 

嗣
法
師
補
柱
和
尚　

住
僧
也

 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

受
業
師
定
光
和
尚　

尾
州
之

二
万
九
千
百
三
十
六
世
大
統
和
尚    

天
明
五
乙

巳
年
八
月
九
日

 

再
公
文 

正
眼
寺                                             

嗣
法
師
瑞
船
和
尚　

住
僧
也

 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

       

受
業
師
石
蘭
和
尚　

本
州
之

二
万
九
千
二
百
六
十
六
世
木
廾
臼乚

 
 

        

和
尚   

天
明
六
丙

午
年
八
月
十
二
日

 

再
公
文 

本
光
寺                                            　

  

嗣
法
師
石
蘭
和
尚　

住
僧
也

（
該
当
な
し
）

従
安
永
九
庚
子
八
月

到
天
明
元
辛
丑
八
月

従
天
明
元
辛
丑
八
月

到
天
明
二
壬
寅
八
月

従
天
明
二
壬
寅
八
月

到
天
明
三
癸
卯
八
月

従
天
明
三
癸
卯
八
月

到
天
明
四
甲
辰
八
月

到
天
明
五
乙
巳
八
月

　
　
　
　
　
　
　

従
天
明
五
乙
巳
八
月

到
天
明
六
丙
午
八
月

従
天
明
六
丙
午
八
月

到
天
明
七
丁
未
八
月

従
天
明
七
丁
未
八
月

到
天
明
八
戊
申
八
月

                                              

因
州
鳥
取

通
幻
派　
　
　
　
　
　
　

景
福
寺
［
竺
庵
］
快
仙
（
花
押
）

　
　

一
徑
派
之
補
住　
　
　
　
　
　
　
　

但
直
請
状

                                              

長
州
深
川

石
屋
派　
　
　
　
　
　
　

大
寧
寺
［
大
麟
］
道
趾
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

直
請
状

                                              

越
後
草
水

了
菴
派　
　
　
　
　
　
　

観
音
寺
［
然
提
］
亮
廓
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

但
直
請
状

                                              

長
州
萩

不
見
派　
　
　
　
　
　
　

海
潮
寺
［
逆
法
］
良
遂
（
花
押
）

　

當
山
三
住　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

直
請
状

　
　
　
　
　

越
前
宅
良                                
信
州
勝
間

天
眞
派　

本
寺
慈
眼
寺
代
住　

龍
勝
寺
［
勘
了
］
大
忍
（
花
押
）

                                              

尾
州
下
津

天
鷹
派　
　
　
　
　
　
　

正
眼
寺
大
統
［
獨
仙
］（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

直
請
状

                                              

本
州
馬
緤

天
徳
派　
　
　
　
　
　
　

本
光
寺
［
蒼
海
］
木
龍
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

直
請
状

                                              

越
中
魚
津

天
眞
派　
　
　
　
　
　
　

常
泉
寺
［
本
了
］
戒
順
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

直
請
状
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通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

受
業
師
東
海
和
尚　

尾
州
之

二
万
九
千
五
百
二
十
六
世
覺
乘
和
尚  

天
明
八
戊
申
年
八
月
九
日

 

再
公
文 

桂
昌
寺                                             　

嗣
法
師
東
海
和
尚　

住
僧
也

 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

受
業
師
酬
巖
和
尚　

濃
州
之

二
万
九
千
九
百
九
十
六
世
金
毛
和
尚  

寛
政
元
己

酉
年
八
月
十
二
日

 

再
公
文 

全
昌
寺                                                 

嗣
法
師
萬
仭
和
尚　

住
僧
也

 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

受
業
師
大
圓
和
尚　

上
州
之

三
万
三
百
四
十
五
世
大
泉
和
尚  

寛
政
二
庚

戌
年
八
月
十
日

 

再
公
文 

雙
林
寺                                       

嗣
法
師
寶
洲
和
尚　

住
僧
也

 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

受
業
師
實
翁
和
尚　

薩
州
之

三
万
七
百
十
六
世
道
國
和
尚  

寛
政
三
辛

亥
年
八
月
十
五
日

 

再
公
文 

南
林
寺                                  

嗣
法
師
元
明
和
尚　

住
僧
也

 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

受
業
師
大
瞎
和
尚　

肥
後
之

二
万
六
千
三
百
八
十
六
世
玉
岡
和
尚  

明
和
六
己
丑
年
九
月
月
十
日

　
　
　

          

延
命
寺                                     　

嗣
法
師
桃
隱
和
尚　

住
僧
也

（
該
当
な
し
）

（
該
当
な
し
）

 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

受
業
師
天
巖
和
尚　

江
州
之

三
万
二
千
三
百
五
十
世
本
潮
和
尚  

寛
政
七
乙

卯
年
八
月
九
日

 
再
公
文 

覺
傳
寺                                            

嗣
法
師
要
宗
和
尚　

住
僧
也

従
寛
政
元
年
己
酉
八
月　

到
寛
政
二
年
庚
戌
八
月

従
寛
政
二
年
庚
戌
八
月　
　

到
寛
政
三
年
辛
亥
八
月　

従
寛
政
三
辛
亥
八
月

到
寛
政
四
壬
子
八
月

従
寛
政
四
壬
子
八
月

到
寛
政
五
癸
丑
八
月

 　

  

（
癸
）

従
寛
政
五
乙
丑
八
月

到
寛
政
六
甲
寅
八
月

従
寛
政
六
甲
寅
八
月

到
寛
政
七
乙
卯
八
月

従
寛
政
七
乙
卯
八
月

到
寛
政
八
丙
辰
八
月

                                              

濃
州
大
垣

芳
菴
派　
　
　
　
　
　
　

全
昌
寺
金
毛
［
獨
吼
］（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

直
請
状

　
　
　
　

相
州
關
本                 

上
州
白
井

了
菴
派　

最
乘
寺
末　
　

雙
林
寺
［
玉
洲
］
大
泉
（
花
押
）

                                              

薩
州
鹿
児
嶋

石
屋
派　
　
　
　
　
　
　

南
林
寺
道
國
（
花
押
）

                                              

肥
後
州
求
麻

一
徑
派　
　
　
　
　
　
　

永
國
寺
［
良
環
］
玉
岡
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

直
請
状

                                              

加
州
金
澤

普
濟
派　
　
　
　
　
　
　

桃
雲
寺
［
悟
嶽
］
萬
旨
（
花
押
）

                                              

防
州
岩
國

量
外
派　
　
　
　
　
　
　

洞
泉
寺
［
堅
令
］
鈍
令
（
花
押
）

                                              

江
州
岡

不
見
派　
　
　
　
　
　
　

覚
傳
寺
［
完
海
］
本
潮
（
花
押
）

　
　
　

越
前
興
禪
寺
代
住

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

             

同
州

芳
庵
派　

従
天
明
八
戊
申
八
月　

到
寛
政
元
己
酉
八
月　

尾
州
萬
松
寺
代
住 

桂
昌
寺
［
一
山
］
覺
乘
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

請
状
者
萬
松
寺
江

遣
焉
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通
幻
派 

再
公
文 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

     

受
業
師
定
玄
和
尚　

丹
州
之

三
万
二
千
六
百
九
十
六
世
大
通
和
尚  

寛
政
八
丙
辰
年
八
月
四
日

　
　
　

洞
光
寺                                               　

嗣
法
師
大
喜
和
尚　

住
僧
也

（
該
当
な
し
）

 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

受
業
師
歓
溪
和
尚　

若
州
之

三
万
三
千
百
八
世
歡
隆
和
尚  

寛
政
十
戊

午
年
八
月
十
一
日

 

再
公
文 

常
在
院                                  

嗣
法
師
歓
溪
和
尚　

住
僧
也

 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

受
業
師
道
如
和
尚　

攝
州
之

三
万
三
千
二
百
九
十
世
嘯
天
和
尚  

寛
政
十
一
己

未
年
八
月
八
日

 

再
公
文 

全
昌
寺                                            

嗣
法
師
道
如
和
尚　

住
僧
也

 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

受
業
師
如
實
和
尚　

奥
州
之

三
万
三
千
五
百
十
七
世
忍
龍
和
尚   

寛
政
十
二
庚

申
年
八
月
十
一
日

 

再
公
文 

長
祿
寺                                            

嗣
法
師
凡
牛
和
尚　

住
僧
也

 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

受
業
師
冷
雲
和
尚　

長
州
之

三
万
三
千
七
百
四
十
四
世
珉
光
和
尚  

享
和
元
辛

酉
年
八
月
六
日

 

再
公
文 

大
寧
寺                                           　

  

嗣
法
師
冷
雲
和
尚　

住
僧
也

（
該
当
な
し
）

 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

       

受
業
師
良
遂
和
尚　

長
州
之

二
万
八
千
九
百
三
十
五
世
鐵
心
和
尚  

天
明
四
甲
辰
年
三
月
二
日

　
　
　

      

徳
明
院                                         　

嗣
法
師
良
遂
和
尚　

住
僧
也

従
寛
政
八
丙
辰
八
月

到
寛
政
九
丁
巳
八
月

従
寛
政
九
丁
巳
八
月

到
寛
政
十
戊
午
八
月

従
寛
政
十
戊
午
八
月　

到
寛
政
十
一
己
未
八
月

従
寛
政
十
一
己
未
八
月

到
寛
政
十
二
庚
申
八
月

従
寛
政
十
二
庚
申
八
月

到
享
和
元
辛
酉
八
月

従
享
和
元
辛
酉
八
月

到
享
和
二
壬
戌
八
月

従
享
和
二
壬
戌
八
月

到
享
和
三
癸
亥
八
月

従
享
和
三
癸
亥
八
月

到
文
化
元
甲
子
八
月

                                              

丹
波
村
雲

天
鷹
派　
　
　
　
　
　
　

洞
光
寺
大
通
［
智
勝
］（
花
押
）

　
　
　
　

尾
州
下
津
正
眼
寺
代
住

                                              

伯
刕
和
田

通
幻
派　
　
　
　
　
　
　

定
光
寺
規
外
［
子
範
］（
花
押
）

　
　
　
　

越
前
宅
良
慈
眼
寺
代
住

                                              

若
州
田
上

芳
菴
派　
　
　
　
　
　
　

常
在
院
［
興
山
］
歡
隆
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

直
請
状

                                              

摂
州
尼
崎

芳
菴
派　
　
　
　
　
　
　

全
昌
寺
嘯
天
［
泰
吟
］（
花
押
）

  

○   

○   

○                                

奥
州
須
賀
川

通
幻
派　
　
　
　
　
　
　

長
祿
寺
［
臥
山
］
忍
龍
（
花
押
）

了
庵
派

                                              

長
州
深
川

石
屋
派　
　
　
　
　
　
　

大
寧
寺
［
大
嶺
］
珉
光
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

直
請
状

                                              

越
中
冨
山

一
徑
派　

補
住
信
州
小
諸

海
應
院
代
住
　

 　

海
岸
寺
海
容
（
花
押
）

                                              

長
州
萩

不
見
派　
　
　
　
　
　
　

海
潮
寺
鐵
心
［
道
肝
］（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

直
請
状
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（
該
当
な
し
）

 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

受
業
師
俊
龍
和
尚　

但
州
之

三
万
四
千
八
百
二
十
六
世
雄
嶽
和
尚  

文
化
二
乙

丑
年
八
月
十
三
日

 

再
公
文 

養
源
寺                                                 

嗣
法
師
智
黙
和
尚　

住
僧
也

 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

受
業
師
禅
翁
和
尚　

尾
州
之

三
万
五
千
五
十
七
世
角
琳
和
尚  

文
化
三
丙

寅
年
八
月
六
日

 

再
公
文 

乾
徳
寺                                       

嗣
法
師
桃
岳
和
尚　

住
僧
也

 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

受
業
師
活
雲
和
尚　

信
州
之

三
万
五
千
二
百
八
十
五
世
俊
丈
和
尚  

文
化
四
丁

卯
年
八
月
十
一
日

 

再
公
文 

長
國
寺                                                 

嗣
法
師
體
中
和
尚　

住
僧
也

 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

受
業
師
從
展
和
尚　

信
州
之

三
万
五
千
五
百
二
世
祖
雄
和
尚  

文
化
五
戊

辰
年
八
月
九
日

 

再
公
文 

貞
祥
寺                                       

嗣
法
師
大
蟲
和
尚　

住
僧
也

 

再
公
文 

 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

受
業
師
巴

阝尭
和
尚　

越
前
之

三
万
五
千
七
百
六
十
五
世
天
然
和
尚  

文
化
六
己

巳
年
八
月
五
日

　
　
　

                   

少
林
寺                            　

嗣
法
師
諦
然
和
尚　

住
僧
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

（
信
）

 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

受
業
師
瑞
應
和
尚　

同
州
之

三
万
五
千
九
百
七
十
五
世
天
山
和
尚  

文
化
七
庚

午
年
八
月
十
日

　
　
　

        

昌
福
寺                                       　

嗣
法
師
勇
禅
和
尚　

住
僧
也

 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

受
業
師
泰
道
和
尚　

薩
州
之

三
万
六
千
百
五
十
六
世
仙
州
和
尚   

文
化
八
辛

未
年
八
月
九
日

 
再
公
文 

妙
圓
寺                                          　

嗣
法
師
圓
山
和
尚　

住
僧
也

従
文
化
元
甲
子
八
月

到
文
化
二
乙
丑
八
月

従
文
化
二
乙
丑
八
月

到
文
化
三
丙
寅
八
月

従
文
化
三
丙
寅
八
月

到
文
化
四
丁
卯
八
月

従
文
化
四
丁
卯
八
月

到
文
化
五
戊
辰
八
月

従
文
化
五
戊
辰
八
月

到
文
化
六
己
巳
八
月

従
文
化
六
己
巳
八
月

到
文
化
七
庚
午
八
月

従
文
化
七
庚
午
八
月

到
文
化
八
辛
未
八
月

自
文
化
八
辛
未
八
月

到
文
化
九
壬
申
八
月

越
前
禪
林
寺
代
住                     

越
後
柏
崎

普
濟
派　
　
　
　
　
　
　

香
積
寺
［
天
龍
］
海
圓
（
花
押
）

越
前
宅
良
慈
眼
寺
代                 

但
馬
豊
岡

天
眞
派　
　
　
　
　
　
　

養
源
寺
雄
嶽
［
仙
英
］（
花
押
）

尾
州
下
津
正
眼
寺
代                 

尾
州
名
護
屋

天
鷹
派　
　
　
　
　
　
　

乾
徳
寺
［
瑞
法
］
角
琳
（
花
押
）

                                              

信
州
松
代

天
真
派　
　
　
　
　
　
　

長
國
寺
俊
丈
［
碩
英
］
□

（
印
）

天
徳
派
補
住　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

直
請
状　

三
十
年
一
回
也

                                              

信
州
前
山

了
菴
派　
　
　
　
　
　
　

貞
祥
寺
［
佛
庵
］
祖
雄
□（

印
）（

花
押
）

  

量
外
派
之
補
住
也                           

五
十
年
一
回
也

                                

越
前
盛
景
寺
代

芳
菴
派　
　
　
　
　
　
　

少
林
寺
天
然
（
花
押
）

                                

上
州
雙
林
寺
代

了
菴
派　
　
　
　
　
　
　

昌
福
寺
［
玉
洲
］
大
泉
（
花
押
）

                                              

薩
州
伊
集
院
郷

石
屋
派　
　
　
　
　
　
　

妙
圓
寺
仙
州
［
道
林
］
○

（
印
）
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（
該
当
な
し
）

 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

受
業
師
祖
通
和
尚　

城
州
之

三
万
六
千
五
百
四
十
世
祖
石
和
尚  

文
化
十
癸

酉
年
八
月
九
日

 

再
公
文 

月
橋
院                                            

嗣
法
師
大
道
和
尚　

住
僧
也

 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

     

受
業
師
僧
隻
和
尚　

攝
州
之

三
万
二
千
五
百
六
十
四
世
祖
眼
和
尚  

寛
政
八
丙
辰
歳
三
月
廿
六
日

　
　
　

   

深
谷
寺                                              

嗣
法
師
大
峰
和
尚　

住
僧
也

 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

       

受
業
師
東
嶺
和
尚　

常
州
之

三
万
六
千
九
百
二
十
三

-

世

二
默

頁
　
乚  　
和
尚   

文
化
十
二
乙

亥
年
八
月
八
日

 

再
公
文 

金
龍
寺                                                  

嗣
法
師
不
傳
和
尚　

住
僧
也

 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

受
業
師
雪
道
和
尚　

尾
州
之

三
万
七
千
九
十
八
世
逸
俊
和
尚  

文
化
十
三
丙
子
年
八
月
六
日

 

再
公
文 

廣
幢
寺                                       

嗣
法
師
雪
道
和
尚　

住
僧
也

（
該
当
な
し
）

 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

        

受
業
師
節
明
和
尚　

防
州
之

三
万
七
千
五
百
三
十
六
世
口
　
童
　　　
眠
和
尚  

文
政
元
戊
寅
年
八
月
十
日

 

再
公
文 

洞
泉
寺                                               　

嗣
法
師
嘯
山
和
尚　

住
僧
也

 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

受
業
師
義
長
和
尚　

若
州
之

三
万
七
千
七
百
六
十
七
世
孝
純
和
尚  

文
政
二
己

卯
八
月
八
日

 
再
公
文 

常
在
院                                                 

嗣
法
師
歓
隆
和
尚　

住
僧
也

従
文
化
九
壬
申
八
月

到
文
化
十
癸
酉
八
月

従
文
化
十
癸
酉
八
月　

到
文
化
十
一
甲
戌
八
月

従
文
化
十
一
甲
戌
八
月

到
文
化
十
二
乙
亥
八
月

従
文
化
十
二
乙
亥
八
月

到
文
化
十
三
丙
子
八
月

従
文
化
十
三
子
八
月
望
日　

到
文
化
十
四
丁
丑
八
月
望
日

従
文
化
十
四
丁
丑
八
月
望
日

到
文
政
元
戊
寅
八
月
望
日　

従
文
政
元
寅
八
月
望
日

到
文
政
二
卯
八
月
望
日

従
文
政
二
卯
八
月
望
日

到
文
政
三
辰
八
月
望
日

                                              

肥
後
求
麻

一
徑
派　
　
　
　
　
　
　

永
國
寺
［
良
丹
］
鳳
珊
□

（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

直
請
状
也

　

越
前
金
剛
院
代
住                 

城
州
伏
見

普
濟
派　
　
　
　
　
　
　

月
橋
院
祖
石
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

直
請
状
也

　

越
前
興
禪
寺
代
住                 

播
州
三
木

不
見
派　
　
　
　
　
　
　

雲
龍
寺
［
大
透
］
祖
眼
○

（
印
）

                                              

常
州
若
芝

天
眞
派　
　
　
　
　
　
　

金
龍
寺
默
頑
［
印
宗
］（
花
押
）

　
　
　
　

越
前
慈
眼
寺
代
住

                                              

尾
州

天
鷹
派　
　
　
　
　
　
　

廣
幢
寺
［
賢
外
］
逸
俊
（
花
押
）

　
　
　
　

尾
州
正
眼
寺
代
住

                                              

本
州

天
徳
派　
　
　
　
　
　
　

萬
年
寺
［
盤
充ー
］
玉
轉
□

（
印
）

                                              

防
州
岩
國

量
外
派　
　
　
　
　
　
　

洞
泉
寺
［
萬
久
］口
　
童
　　
眠

（
瞳
か
）

（
花
押
）

                                              

若
州
田
上

芳
庵
派　
　
　
　
　
　
　

常
在
院
［
朴
翁
］
孝
純
□

（
印
）
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（
該
当
な
し
）

（
該
当
な
し
）

 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

受
業
師
玄
峯
和
尚　

因
州
之

三
万
八
千
四
百
三
世
擔
水
和
尚  

文
政
五
壬

午
八
月
四
日

 

再
公
文 

景
福
寺                                       

嗣
法
師
牛
山
和
尚　

住
僧
也

（
該
当
な
し
）

（
該
当
な
し
）

（
該
当
な
し
）

（
該
当
な
し
）

 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

受
業
師
蜜
宗
和
尚　

尾
州
之

三
万
七
千
百
六
十
八
世
蜜
禪
和
尚  

文
化
十
四
丁
丑
年
二
月
朔
日

　
　
　

        

慈
眼
院                                      

嗣
法
師
蜜
宗
和
尚　

住
僧
也

従
文
政
三
辰
八
月
望
日

到
同
四
巳
八
月
望
日

従
文
政
四
巳
八
月
望
日

到
同
五
壬
午
八
月
望
日

從
文
政
五
壬
午
八
月
望
日

到
同
暦
六
癸
未
八
月
望
日

従
文
政
六
未
八
月
望
日　

到
同
暦
七
甲
申
八
月
望
日

従
文
政
七
甲
申
八
月
望
日

到
文
政
八
乙
酉
八
月
望
日

従
文
政
八
乙
酉
八
月
望
日

到
文
政
九
丙
戌
八
月
望
日

従
文
政
九
丙
戌
八
月
望
日

到
文
政
十
丁
亥
八
月
望
日

従
文
政
十
丁
亥
八
月
望
日　

到
文
政
十
一
子
八
月
望
日                                               

奥
州
石
川

了
菴
派　
　
　
　
　
　
　

長
泉
寺
智
外
□

（
印
）

                                              

長
州
深
川

石
屋
派　
　
　
　
　
　
　

大
寧
寺
［
單
提
］
惠
傳
（
花
押
）

                                              

因
州
鳥
取

一
徑
派　
　
　
　
　
　
　

景
福
寺
擔
水
［
澄
融
］
□

（
印
）

　
　
　

                                   

越
中
高
岡

普
濟
派　
　
　
　
　
　
　

瑞
龍
寺
［
眞
巖
］
國
常
（
花
押
）

                                              

長
州
萩

不
見
派　
　
　
　
　
　
　

海
潮
寺
［
大
用
］
道
輝
（
花
押
）

                                              

酉
夏
再
建

                                              

武
州
成
田

天
眞
派　
　
　
　
　
　
　

龍
渕
寺
［
千
山
］
日
峰
（
花
押
）

                                              

御
選
座
引
移
也

                                                

（
遷
）

                                              

尾
州
名
護
屋

天
鷹
派　
　
　
　
　
　
　

善
篤
寺
［
龍
山
］
泰
門
□

（
印
）

                                              

正
眼
寺
代
住

                                              

尾
州

天
鷹
派　
　
　
　
　
　
　

含
笑
寺
［
俊
峰
］
蜜
禪
□

（
印
）

                                              

萬
松
寺
代
住
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（
該
当
な
し
）

 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　

 

受
業
師
雲
峒
和
尚　

若
州
之

四
万
七
十
一
世
龍
童
和
尚  

文
政
十
二
己

丑
年
八
月
九
日

 

再
公
文 

臥
龍
院                             

嗣
法
師
玄
中
和
尚　

住
僧
也

 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　

 

受
業
師
正
因
和
尚　

上
州
之

四
万
三
百
三
世
靈
苗
和
尚  

文
政
十
三
寅
年
八
月
六
日

 

再
公
文 

雙
林
寺                             

嗣
法
師
愚
禅
和
尚　

住
僧
也

（
該
当
な
し
）

 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

       

受
業
師
良
環
和
尚　

肥
後
之

三
万
六
千
三
百
九
十
八
世
諦
忍
和
尚  

文
化
十
癸

酉
年
正
月
二
十
日

　
　
　

         

神
正
寺                                      　

 

嗣
法
師
光
鱗
和
尚　

住
僧
也

（
該
当
な
し
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
播
）

 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

受
業
師
仙
能
和
尚　

同
州
之

三
万
三
千
六
百
二
十
五
世
冠
國
和
尚  

享
和
元
辛

酉
年
三
月
十
九
日

　
　
　

      

万
福
寺                                             

嗣
法
師
大
柱
和
尚　

住
僧
也

　
　

　
　従

文
政
十
一
戊
子
八
月
望
日

到
文
政
十
二
己
丑
八
月
望
日

従
文
政
十
二
己
丑
八
月
望
日

到
文
政
十
三
庚
寅
八
月
望
日

従
文
政
十
三
庚
寅
八
月
望
日

到
天
保
二
辛
卯
八
月
望
日　

従
天
保
二
辛
卯
八
月
望
日

到
同
暦
三
壬
辰
八
月
望
日

従
天
保
三
壬
辰
八
月
望
日

到
同
暦
癸
巳
八
月
望
日

従
天
保
四
癸
巳
八
月
望
日

到
同
暦
五
甲
午
八
月
望
日

従
天
保
五
甲
午
八
月
望
日

到
同
暦
六
乙
未
八
月
望
日

                                              

越
后
草
水

通
幻
派　
　
　
　
　
　
　

観
音
寺
［
官
邦
］
興
國
□

（
印
）

                                              

若
州
三
方

芳
庵
派　
　
　
　
　
　
　

臥
龍
院
［
大
淵
］
龍
童
□

（
印
）

                                              

代
住
之
處
初
直
請
状
也

                                              

上
州
白
井

了
庵
派　
　
　
　
　
　
　

雙
林
寺
［
耕
雲
］
靈
苗
□

（
印
）

                                              

薩
州
鹿
児
島
城

太
源
派　
　
　
　
　
　
　

南
林
寺
岱
鷲
（
花
押
）

                                              

福
昌
寺
代
住

                                              

肥
後
求
麻
人
吉
城
下

通
幻
派　
　
　
　
　
　
　

永
國
寺
［
能
學
］
諦
忍
□

（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

直
請
状
也

                                              

奥
州
津
輕

普
濟
派　
　
　
　
　
　
　

長
勝
寺
［
祖
山
］
仙
宗
（
花
押
）

                                              

播
州
河
合

不
見
派　
　
　
　
　
　
　

慶
徳
寺
［
泰
道
］
冠
國
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

直
請
状
也

庫
堂
本
尊
毘
沙
門
天
壱
躰
自
寄
附     
當
庵
額

河
内
葛
葉
久
親
恩
寺

壱
摂
州
高
槻
 
河
内
長
尾

面

伊
勢
寺
 
正
俊
寺

                              

寄
附

御
両
尊

五

百

回    

四
百
五
十
回
遠
忌

八
月
九
日
ヨ
リ

十
五
日
迠
相
勤　

              
諸
堂

并
當
庵
上
梁
之
式

八
月

朔
日
相
整　

 

同
代
（
花
押
）

鐘
樓
堂
壱
宇

支
配
下
上
越
佐
諸

寺
院
旦
那
中
寄
附　

                      

鐘
樓
堂
額
壱
面
自
寄
附
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従
天
保
六
乙
未
八
月
望
日

到
同
暦
七
丙
申
八
月
望
日

従
天
保
七
丙
申
八
月
望
日

到
同
暦
八
丁
酉
八
月
望
日

従
天
保
八
丁
酉
八
月
望
日

到
同
暦
九
戊
戌
八
月
望
日

従
天
保
九
戊
戌
八
月
望
日

同
至
己
亥
八
月
望
日　

従
天
保
十
己
亥
八
月
望
日

同
至
庚
子
八
月
望
日　

従
天
保
十
一
庚
子
八
月
望
日

同
至
辛
丑
八
月
望
日　
　

従
天
保
十
二
辛
丑
八
月
望
日

同
至
壬
寅
八
月
望
日

従
天
保
十
三
寅
八
月

同
至
癸
卯
之
八
月

（
該
当
な
し
）

          （
通
幻
）

再    

同         　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

受
業
師
謙
宗
和
尚　

尾
州
之

公 

四
万
千
五
百
七
世
鉤
玄
和
尚  

天
保
七
年
八
月
十
一
日

文 　
　
　

       

永
安
寺                             

嗣
法
師
慈
舟
和
尚　

住
僧
也

（
該
当
な
し
）

再 

通
幻
派 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

            

受
業
師
本
瑞
和
尚　

防
州
之

公 

四
万
千
七
百
四
十
九
世
字
禪
和
尚  

天
保
九
年
八
月
五
日

文 　
　
　

洞
泉
寺                                    　

      

嗣
法
師
石
曳
和
尚　

住
僧
也

再 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

受
業
師
曇
英
和
尚　

若
州
之

公 

四
万
千
九
百
五
十
一
世
雪
玄
和
尚  

天
保
十
年
八
月
七
日

文　
　

          

常
在
院                                     　

嗣
法
師
良
珍
和
尚　

住
僧
也

再 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

受
業
師
良
宗
和
尚　

上
州
之

公 

四
万
二
千
百
六
十
二
世
宗
滴
和
尚  

天
保
十
一
年
八
月
十
日

文　
　

           

大
雄
院                                    　

嗣
法
師
同　
　
　
　

住
僧
也

再 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

受
業
師
虎
巖
和
尚　

長
州
之

公 

四
万
二
千
三
百
八
十
六
世
岱
洲
和
尚  

天
保
十
二
年
八
月
九
日

文　
　

      

太
（
大
）寧

寺                                         　

  

嗣
法
師
大
亀
和
尚　

住
僧
也

（
該
当
な
し
）

                                              

越
前
宅
良
谷

天
眞
派　
　
　
　
　
　
　

慈
眼
寺
［
慧
門
］
琢
明
□

（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

直
請
状
也

                                              

尾
州
名
古
屋
城

天
鷹
派　
　
　
　
　
　
　

永
安
寺
［
蓑
翁
］
鉤
玄
○

（
印
）

                                              

正
眼
寺
代
住

                                              

信
州
松
代

天
眞
派　
　
　
　
　
　
　

長
國
寺
［
白
翁
］
一
圭
□

（
印
）

 

天
徳
派
補
住

                                              

防
州
岩
國

量
外
派　
　
　
　
　
　
　

洞
泉
寺
［
立
文
］
字
禪
□

（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

直
請
状

                                              

若
州
田
上

芳
庵
派　
　
　
　
　
　
　

常
在
院
［
左
鷄
］
雪
玄
□

（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

直
請
状

                                              

相
州
最
乘
寺
代
住

了
庵
派　
　
　
　
　
　
　

大
雄
院
［
洞
流
］
宗
滴
□

（
印
）

                                              　
　

 

水
戸
杉
室

                                              

長
州
深
川

石
屋
派　
　
　
　
　
　
　

大
寧
寺
岱
洲
［
亀
俊
］（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

直
請
状

                                              

信
州
小
諸

了
菴
派　
　
　
　
　
　
　

海
應
院
雄
峰
［
實
英
］（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

直
請
状

當
庵
開
基
四
百
五
十
回
御
忌
相
勤
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従
天
保
十
四
卯
八
月

至
同
暦
十
五
辰
八
月

従
弘
化
元
甲
辰
八
月

到
同
二
乙
巳
八
月

従
弘
化
二
乙
巳
八
月

到
同
三
丙
午
八
月

従
弘
化
三
丙
午
八
月

到
同
四
丁
未
八
月

従
弘
化
四
丁
未
八
月

到
嘉
永
元
戊
申
八
月

従
嘉
永
元
戊
申
八
月

至
同
暦
二
己
酉
八
月

従
嘉
永
二
年
己
酉
八
月

至
明
年
庚
戌
八
月　

従
嘉
永
三
庚
戌
八
月

至
明
年
辛
亥
八
月

再 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

受
業
師
官
暁
和
尚　

越
前
之

公 

四
万
二
千
八
百
十
一
世
官
隆
和
尚  

天
保
十
四
年
八
月
十
日

文　

        

金
剛
院                                      　

    

嗣
法
師　

同　
　
　

住
僧
也

（
該
当
な
し
）

（
該
当
な
し
）

再 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

     

受
業
師
楚
雲
和
尚　

濃
州
之

公 

四
万
三
千
五
百
八
十
五
世
本
牛
和
尚  

弘
化
三
年
八
月
九
日

文　
　
　

     

久
運
寺                                 　

        

嗣
法
師　

同　
　
　

住
僧
也

再 

通
幻
派　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

     　
　

 

受
業
師
良
傳
和
尚　

本
州
之

公 

四
万
三
千
八
百
十
六
世
閩
禪
和
尚  

弘
化
四
年
八
月
八
日

文　
　
　

本
光
寺                                          　

 

嗣
法
師　

同　
　
　

住
僧
也

（
該
当
な
し
）

再 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

受
業
師
太
鵬
和
尚　

濃
州
之

公 

四
万
四
千
三
百
三
十
一
世
清
拙
和
尚  

嘉
永
二
年
八
月
七
日

文　
　

        

全
昌
寺                                    　

     

嗣
法
師
無
底
和
尚　

住
僧
也

 

通
幻
派　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

受
業
師
大
泉
和
尚　

上
州
之

三
万
七
千
八
百
五
十
七
世
道
錦
和
尚  

文
政
三
庚
辰
年
二
月
十
九
日

　
　
　

      

法
城
院                                         　

嗣
法
師
了
玄
和
尚　

住
僧
也

                                              

越
前
府
中

普
濟
派　
　
　
　
　
　
　

金
剛
院
［
興
宗
］
宦

（
官
）隆

□
（
印
）

                                              

長
州
萩
城

不
見
派　
　
　

  　

 

直
請  

海
潮
寺
宏
隆
［
滿
地
］
□

（
印
）

當
巳
五
月
本
山
戒
會
ニ
付
戒
師   

                                              

上
毛
後
閑

通
幻
派　
　
　
　
　
　
　

長
源
寺
良
翁
［
以
哉
］
□

（
印
）

                                              

濃
州
加
納
城
下

天
鷹
派　
　
　
　
　
　
　

久
運
寺
本
牛
○

（
印
）

                                              
正
眼
寺
代
住

天
徳
派　
　
　
　
　
　
　

本
光
寺
［
活
嚴
］
閩
禪
□

（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

直
請
状

                                              

越
中
魚
津                                  

當
山
三
住

天
真
派　
　
　
　
　
　
　

常
泉
寺
［
海
印
］
津
梁
（
花
押
）

直
請
状　
　
　

酉
六
月
廿
一
日
迁
化
依
遺
書
補
住
棟
外
八
月
初
一
日
上
山

                                              

美
濃
大
垣

芳
庵
派　
　
　
　
　
　
　

全
昌
寺
［
鐵
面
］
清
拙
□

（
印
）

                                              

上
州
白
井

了
庵
派　
　
　
　
　
　
　

雙
林
寺
［
古
巖
］
道
錦
（
花
押
）
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從
嘉
永
四
辛
亥
八
月

至
明
年
壬
子
八
月

從
嘉
永
五
壬
子
八
月

至
明
年
癸
丑
八
月

從
嘉
永
六
癸
丑
八
月

至
明
年
甲
寅
八
月

従
嘉
永
七
甲
寅
八
月

至
安
政
二
乙
卯
八
月

従
安
政
二
乙
卯
八
月

至
安
政
三
丙
辰
八
月

従
安
政
丙
辰
三
八
月

到
同
暦
四
丁
巳
八
月

從
安
政
四
丁
巳
八
月

至
安
政
五
戊
午
八
月

従
安
政
五
戊
午
八
月

到
安
政
六
己
未
八
月

（
該
当
な
し
）

 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　

   

受
業
師
恭
龍
和
尚　

肥
後
之

四
万
八
百
世
祥
國
和
尚  

天
保
三
辰
年
八
月
十
八
日

　
　
　

     

豊
光
院                     

嗣
法
師
諦
忍
和
尚　

住
僧
也

 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　

       

受
業
師
融
童
和
尚　

加
州
之

四
万
四
千
百
十
七
世
亮
童
和
尚  

嘉
永
二
年
正
月
二
十
七
日

　
　
　

    

久
昌
寺                                     

嗣
法
師
同　

           

住
僧
也

 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

受
業
師
恵
達
和
尚　

越
前
之

四
万
五
千
五
百
三
十
五
世
達
聞
和
尚  

嘉
永
七
年
八
月
十
一
日

　
　
　

   

興
禪
寺                                            　

嗣
法
師
同　

           

住
僧
也

 （
通
幻
派
）

 

同               　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

     

受
業
師
隆
堂
和
尚　

信
州
之

四
万
千
七
百
九
十
七
世
隆
光
和
尚  

天
保
九
年
十
月
十
一
日

　
　
　

 

生
蓮
寺                                             

嗣
法
師
同　

           

住
僧
也

 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

受
業
師
禪
智
和
尚　

尾
州
之

四
万
六
千
五
十
九
世
保
賢
和
尚  

安
政
三
年
十
月
十
五
日

　
　
　

     

長
榮
寺                                    

嗣
法
師
同　

           

住
僧
也

 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

受
業
師
敦
宗
和
尚　

攝
州
之

四
万
六
千
二
百
六
十
三
世
實
宗
和
尚  

安
政
四
年
八
月
七
日

　
　
　

       

全
昌
寺                                            

嗣
法
師
同　

          

住
僧
也

再 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

受
業
師
大
梁
和
尚　

防
州
之

公 

四
万
六
千
五
百
四
十
六
世
橘
仙
和
尚  

安
政
五
年
八
月
六
日

文　
　
　

     

洞
泉
寺                                    　

     

嗣
法
師　
童
　　
眠
口

和
尚　

住
僧
也

                                              

薩
州
伊
集
院
郷

石
屋
派　
　
　
　
　
　
　

妙
圓
寺
［
泰
山
］
圓
州
□

（
印
）

                                              

肥
後
人
吉
城

一
徑
派　
　
　
　
　
　
　

永
國
寺
［
豊
山
］
祥
國
□

（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

直
請
状

                                                       

加
州
金
澤
城

普
濟
派　
　
　
　
　
　
　
　

桃
雲
寺
［
大
瞎
］
亮
童
□

（
印
）

                                                    

越
州
四
十
八
谷

不
見
派　
　
　
　
　
　
　
　

興
禪
寺
［
桃
庵
］
達
聞
□

（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　

直
請
状

                                              

信
州
松
本

天
眞
派　
　
　
　
　
　
　

廣
澤
寺
［
德
巖
］
隆
光
（
花
押
）

                                              

越
前
慈
眼
寺
代
住

                                              

尾
州
名
護
屋
城

天
鷹
派　
　
　
　
　
　
　

長
栄
寺
［
思
齊
］
保
賢
□

（
印
）

                                              

正
眼
寺
代
住

                                              

摂
津
尼
崎

通
幻
派　
　
　
　
　
　
　

全
昌
寺
實
宗
［
祖
参
］
○

（
印
）

　

 

芳
庵
下

  　

  

開
山
呑
秀                        

防
州
岩
國

量
外
派　
　
　
　
　
　
　

洞
泉
寺
［
獨
遊
］
橘
仙
□

（
印
）
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従
安
政
六
己
未
八
月

到
万
延
元
庚
申
八
月

従
萬
延
元
庚
申
八
月

到
文
久
元
辛
酉
八
月

従
文
久
元
辛
酉
八
月

到
文
久
二
壬
戌
八
月

従
文
久
二
壬
戌
八
月

到
文
久
三
癸
亥
八
月

従
文
久
三
癸
亥
八
月

到
元
治
元
甲
子
八
月

従
元
治
元
甲
子
八
月

到
慶
應
元
乙
丑
八
月

従
慶
應
元
乙
丑
八
月

至
同
暦
二
丙
寅
八
月

従
慶
應
二
丙
寅
八
月

至
同
暦
丁
卯
八
月

再 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

受
業
師
智
源
和
尚　

若
州
之

公 

四
万
六
千
八
百
四
十
五
世
秀
道
和
尚  

安
政
六
年
八
月
八
日

文　
　
　

    

久
永
寺                                　

          

嗣
法
師
為
棟
和
尚　

住
僧
也

      （
通
幻
派
）

再 

同          　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

          

受
業
師
足
堂
和
尚　

奥
州
之

公 

四
万
七
千
百
四
十
一
世
劫
外
和
尚  

萬
延
元
年
八
月
十
二
日

文　
　
　

       

長
祿
寺                                  　

  

嗣
法
師
月
海
和
尚　

住
僧
也

再 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

受
業
師
寂
照
和
尚　

長
州
之

公 

四
万
七
千
四
百
二
十
五
世
分
應
和
尚  

文
久
元
年
八
月
五
日

文　
　
　

             

大
寧
寺                                 　

嗣
法
師
文
棟
和
尚　

住
僧
也

再 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

受
業
師
虎
岩
和
尚　

因
州
之

公 

四
万
七
千
七
百
三
十
五
世
堅
光
和
尚   

文
久
二
年
八
月
九
日

文　
　
　

  

景
福
寺                                          　

  

嗣
法
師
倫
丈
和
尚　

住
僧
也

（
該
当
な
し
）

（
該
当
な
し
）

再 

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

受
業
師
雄
嶽
和
尚　

但
州
之

公 

四
万
八
千
七
百
八
世
良
威
和
尚  

慶
応
元
年
八
月
七
日

文        　
　
　

養
源
寺                                  

嗣
法
師
拙
明
和
尚　

住
僧
也

（
該
当
な
し
）

                                              

若
州
三
宅

通
幻
派　
　
　
　
　
　
　

久
永
寺
［
悟
峰
］
秀
道
□

（
印
）

                 

總
州
國
府
臺　

       

奥
州
須
賀
川

了
六
十
一
年
目菴

派　

總
寧
寺
末
寺　

長
録
寺
劫
外
［
春
定
］（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
マ
マ
）

                                              

長
州
深
川

石
屋
派　
　
　
　
　
　
　

大
寧
寺
［
管
山
］
分
應
□

（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

直
請
状

                                              

因
州
鳥
取

通
幻
派　
　
　
　
　
　
　

景
福
寺
［
大
覺
］
堅
光
□

（
印
）

　

一
徑
補
住　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

直
請
状

                                              

加
州
金
澤
城

天
眞
派　
　
　
　
　
　
　

廣
誓
寺
［
學
應
］
亮
童
（
花
押
）

                                              

四
天
王
寺
代
住

                                              

越
中
泊
駅

普
濟
派　
　
　
　
　
　
　

松
林
寺
［
祖
關
］
勇
道
□

（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

直
請
状

                                              

但
州
豊
岡

天
眞
派　
　
　
　
　
　
　

養
源
寺
［
法
山
］
良
威
（
花
押
）

                                              

慈
眼
寺
代
住

                                              

尾
州
白
坂

天
鷹
派　
　
　
　
　
　
　

雲
興
寺
［
孝
道
］
良
順
（
花
押
）

                                              

正
眼
寺
代
住
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従
慶
應
三
丁
卯
八
月

至
同
暦
四
戊
辰
八
月

従
慶
應
四
戊
辰
八
月　
　

至
明
治
二
年
己
巳
八
月

従
明
治
二
己
巳
八
月

至
同
暦
三
庚
午
八
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

信
州
松
代

天
眞
派　
　
　
　
　
　
　

長

言

國

彡

寺

彡

［
蘆
亠
］
月

了

皎

（
マ
マ
）

（
花
押
）

  

天
徳
派
補
住　
　
　
　
　
　
　

  

直
請
状
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

信
州
前
山

了
庵
派　
　
　
　
　
　
　

貞
祥
寺
［
玉
翁
］
正
光
□

（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

直
請
状
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

信
州
伊
那
郡
表
木

了
庵
派　
　
　
　
　
　
　

法
音
寺
［
靈
嶽
］
石
苗
□

（
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

直
請
状
也

通
幻
派　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

          

受
業
師
陽
山
和
尚　

信
州
之

四
万
二
千
百
五
十
五
世
月
皎
和
尚       

天
保
十
一
年
八
月
二
日

　
　
　
　

典
厩
寺                                              　

嗣
法
師
同　
　
　
　

住
僧
也

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

          

受
業
師
單
傳
和
尚　

信
州
之

四
万
五
千
八
百
三
十
四
世
正
光
和
尚    

安
政
三
年
二
月
十
五
日

　
　
　
　

龍
泉
院                                                  

嗣
法
師
同　
　
　
　

住
僧
也

通
幻
派           　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

          

受
業
師
石
牛
和
尚　

信
州
之

三
万
九
千
三
百
八
十
九
世
石
苗
和
尚　
文
政
九
戌
年
四
月
十
三
日

　
　
　
　

法
音
寺                                              　

嗣
法
師
義
靜
和
尚　

住
僧
也

（
注
）
文
化
四
年
長
国
寺
俊
丈
以
降
、
法
名
の
下
に
□
・
○
の
落
款
あ
り
。
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妙
高
庵
へ
輪
住
し
た
の
は
、
こ
の
よ
う
に
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
八
月
［
十
五
日
］
の
播
州
慶
徳
寺
照
外
［
慈
鑑
］
か
ら
、
明
治

二
年
（
一
八
六
九
）
八
月
［
十
五
日
］
の
信
州
法
音
寺
［
霊
嶽
］
石
苗
ま
で
百
七
十
七
名
で
あ
る
が
、
長
州
海
潮
寺
大
癡
本
了
（
總
持

寺
一
一
八
四
二
世
）
が
元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）・
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）、
同
じ
く
海
潮
寺
逆
法
良
遂
（
總
持
寺
未
出
世
）
が
寶

暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）・
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
に
、
い
ず
れ
も
二
回
輪
住
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た

妙
高
庵
輪
住
者
百
七
十
七
名
中
、
總
持
寺
に
出
世
（
転
衣
）
し
た
も
の
は
、
現
在
判
明
し
て
い
る
限
り
百
十
三
名
で
、
未
出
世
（
未
転

衣
）
の
者
は
六
十
四
名
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
未
出
世
の
者
が
六
十
四
名
＝
三
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
の
ぼ
っ
て
い
る
こ
と
は
看
過
で
き
な

い
。
な
お
總
持
寺
出
世
転
衣
者
百
十
三
名
中
、
七
十
名
が
再
公
文
（
永
平
寺
に
出
世
転
衣
し
た
人
が
、
總
持
寺
に
出
世
転
衣
し
な
お
す
事
。

成し
な
お
し直

）
で
、
六
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
に
の
ぼ
っ
て
い
る
こ
と
も
と
く
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

い
ま
總
持
寺
に
出
世
し
た
百
十
三
名
の
總
持
寺
出
世
時
と
、
妙
高
庵
輪
住
の
日
時
に
つ
い
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

（
１
）
出
世
後
妙
高
庵
輪
住
ま
で
四
十
三
年
～
三
ヶ
月
、
二
十
六
名

四
十
年
以
上
一
名
（
四
十
三
年
四
ヶ
月
、
明
治
二
年
八
月
輪
住
、
總
持
寺
三
九
三
八
九
世
、
霊
嶽
石
苗
）

三
十
九
年
～
三
十
年　

二
名

二
十
九
年
～
二
十
年　

七
名

十
九
年
～
十
年　

九
名

九
年
～
三
ヶ
月　

七
名

（
２
）
出
世
の
翌
日
か
ら
十
二
日
後
の
妙
高
庵
輪
住
者
、
八
十
四
名

一
日
（
翌
日
）　

二
名

二
日　

五
名
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三
日　

四
名

四
日　

八
名

五
日　

十
名

六
日　

二
十
一
名

七
日　

十
一
名

八
日　

七
名

九
日　

七
名

十
日　

五
名

十
一
日　

三
名

十
二
日　

一
名

（
３
）
出
世
当
日
妙
高
庵
輪
住
者
、
一
名

寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
妙
高
庵
に
輪
住
し
た
總
持
寺
三
〇
七
一
六
世
薩
州
南
林
寺
道
国
は
八
月
十
五
日
に
出
世
し
て
い

る
の
で
、
出
世
後
妙
高
庵
輪
住
か
、
輪
住
後
出
世
し
た
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
出
世
後
の
輪
住
と
理
解
し
た
い
。

（
４
）
妙
高
庵
輪
住
中
出
世
転
衣
し
た
者
、
一
名

輪
住
二
ヶ
月
後
（
安
政
三
年
〈
一
八
五
六
〉、
十
月
十
五
日
輪
住
し
た
總
持
寺
四
六
〇
五
九
世
保
賢
〈
尾
州
長
栄
寺
〉）

（
５
）
不
明
者
、
一
名

安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
輪
住
の
遠
州
正
法
寺
千
毛
綱
賢
は
、
總
持
寺
二
七
〇
九
二
世
で
あ
る
が
、『
總
持
寺
住
山
記
』
に

入
寺
年
月
日
、
受
業
・
嗣
法
師
名
、
出
身
地
が
未
記
入
の
た
め
不
明
。



― 94 ―

　

普
蔵
院
の
輪
住
帳
（
本
紀
要
第
十
四
号
）
で
も
触
れ
た
が
、
従
来
は
五
院
輪
番
の
再
住
は
總
持
寺
住
持
（
出
世
転
衣
）
を
経
た
者
か
ら

選
ん
だ
と
し
て
い
る
が

（
１
）、（

１
）
は
こ
れ
に
該
当
す
る
が
、（
２
）（
３
）
は
妙
高
庵
輪
住
に
当
た
り
、
急
遽
出
世
転
衣
を
行
っ
た
感
が
強

い
の
み
な
ら
ず
、
出
世
転
衣
後
上
洛
し
、
道
正
庵
の
寮
舍
で
参
内
の
坐
作
進
退
を
習
得
し
て
、
朝
廷
か
ら
綸
旨
を
頂
戴
す
る
こ
と
も
不
可

能
で
あ
る
。（
４
）
は
先
に
触
れ
た
未
出
世
の
輪
住
と
併
せ
、
従
来
の
説
と
全
く
矛
盾
す
る
も
の
で
、
今
後
の
究
明
が
必
要
で
あ
る
。

　

次
に
は
輪
住
に
つ
い
て
国
別
・
寺
院
別
・
輪
住
回
数
・
門
派
名
そ
の
他
を
ま
と
め
、
便
宜
的
に
『
曹
洞
宗
大
本
山
總
持
寺
御
直
末
・
元

輪
番
地
寺
院
名
鑑
』
に
準
じ
て
列
挙
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
問
題
点
を
考
察
す
る
。

相
　
模

神
奈
川　

最
乗
寺　

１
回

　

了
庵
派　

１

　
　
※
１
天
保
十
一
年
は
常
州
大
雄
院
代
住
。

上
　
野

群
馬　

双
林
寺　

８
回

　

了
庵
派　

１
２
３
４
５
６
７
８

※
４
明
和
六
年
は
上
州
嶽
林
寺
、
６
文
化
七
年
は
武
州
昌
福
寺
代
住
。

武
　
蔵

埼
玉　

竜
渕
寺　

１
回

　

天
真
派　

１

　
　
※
１
文
政
八
年
［
千
山
］
日
峰
に
「
御
選

（
遷
）座

引
移
也
」
と
あ
る
。

埼
玉　

昌
福
寺　

１
回

　

了
庵
派　

１

　
　
※
１
文
化
七
年
は
上
野
双
林
寺
の
代
住
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天
真
派　

１

栃
木　

長
林
寺　

１
回

　

天
真
派　

１

常
　
州

茨
城　

大
雄
院　

３
回

　

了
庵
派　

１
２
３

　
　
※
３
天
保
十
一
年
は
相
州
大
乗
寺
の
代
住
。

茨
城　

金
竜
寺　

１
回

　

天
真
派　

１

　
　
※
１
文
化
十
二
年
は
越
前
慈
眼
寺
の
代
住
。

下
　
野

茨
城　

東
昌
寺　

１
回

　

了
庵
派　

１

駿
　
河

静
岡　

徳
願
寺　

１
回

　

天
真
派　

１

な
お
４
明
和
六
年
嶽
林
寺
は
「
双
林
寺
後
見
」
と
あ
る
。
ま
た
７

文
政
十
三
年
に
は
「
庫
堂
本
尊
毘
沙
門
天
壱
躰
自
寄
附　

當
庵
額

壱
面

摂
州
高
槻
伊
勢
寺
河
内
長
尾
正
俊
寺

河
内
葛
葉
久
親
恩
寺                  

寄
附

御
両
尊

五

百

回    

四
百
五
十
回

遠
忌

八
月
九
日
ヨ
リ

十
五
日
迠
相
勤　

諸
堂

并
當
庵
上
梁
之
式

八
月

朔
日

相
整　

鐘
樓
堂
壱
宇

支
配
下
上
越
佐
諸

寺
院
旦
那
中
寄
附　

鐘
樓
堂
額
壱
面
自
寄
附　

同
代
（
花
押
）」

と
あ
る
。

群
馬　

嶽
林
寺　

１
回

　

了
庵
派　

１

※
１
明
和
六
年
は
上
州
双
林
寺
の
代
住
。
な
お
「
双
林
寺
後
見
」
と

あ
る
。

群
馬　

長
源
寺　

２
回

　

天
真
派　

１

　

通
幻
派　

２

群
馬　

光
徳
寺　

１
回

　

天
鷹
派　

１

下
　
野

栃
木　

成
高
寺　

１
回
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天
鷹
派　

１

　
　
※
１
天
保
七
年
は
尾
州
正
眼
寺
の
代
住
。

愛
知　

含
笑
寺　

１
回

　

天
鷹
派　

１

　
　
※
１
文
政
十
年
は
尾
州
万
松
寺
の
代
住
。

愛
知　

雲
興
寺　

２
回

　

天
鷹
派
正  

１

　

天
鷹
派　

２

　
　
※
２
慶
応
二
年
は
尾
州
正
眼
寺
の
代
住
。

愛
知　

正
眼
寺　

１０
回

　

天
鷹
派　

１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０

※
２
天
明
五
年
以
外
は
す
べ
て
代
住
。
１
寶
永
二
年
は
尾
州
乾
徳
寺
、

３
寛
政
八
年
は
丹
波
洞
光
寺
、
４
文
化
三
年
は
尾
州
乾
徳
寺
、
５

文
化
十
三
年
は
尾
州
広
幢
寺
、
６
文
政
九
年
は
尾
州
善
篤
寺
、
７

天
保
七
年
は
尾
州
永
安
寺
、
８
弘
化
三
年
は
濃
州
久
運
寺
、
９
安

政
三
年
は
尾
州
長
栄
寺
、
１０
慶
応
二
年
は
尾
州
雲
興
寺
代
住
。

愛
知　

広
幢
寺　

１
回

　

天
鷹
派　

１

　
　
※
１
文
化
十
三
年
は
尾
州
正
眼
寺
の
代
住
。

遠
　
江

静
岡　

正
法
寺　

１
回

　

不
見
派　

１

　
　
※
１
安
永
二
年
は
越
前
興
禅
寺
の
代
住
。

尾
　
張

愛
知　

善
篤
寺　

１
回

　

天
鷹
派　

１

　
　
※
１
文
政
九
年
は
尾
州
正
眼
寺
の
代
住
。

愛
知　

万
松
寺　

３
回

　

天
鷹
派　

１
３

　

芳
庵
派　

２

※
２
天
明
八
年
は
尾
州
桂
昌
寺
、３
文
政
十
年
は
尾
州
含
笑
寺
代
住
。

愛
知　

長
栄
寺　

１
回

　

天
鷹
派　

１

　
　
※
１
安
政
三
年
は
尾
州
正
眼
寺
の
代
住
。

愛
知　

乾
徳
寺　

２
回

　

天
鷹
派　

１
２

　
　
※
１
寶
永
二
年
、
２
文
化
三
年
と
も
に
尾
州
正
眼
寺
の
代
住
。

愛
知　

永
安
寺　

１
回
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長
野　

光
徳
寺　

１
回

　

天
鷹
派　

１

長
野　

海
応
院　

３
回

　

了
庵
派　

１
３

　

一
径
派　

２

　
　

※
１
寶
暦
十
一
年
は
一
径
派
の
補
住
。
２
享
和
二
年
は
越
中
海
岸

寺
の
代
住
。

長
野　

定
津
院　

１
回

　

了
庵
派　

１

　
　
※
１
寶
暦
六
年
は
天
徳
派
の
補
住
。

長
野　

広
沢
寺　

２
回

　

天
真
派　

１
２

　
　
※
２
安
政
二
年
は
越
前
慈
眼
寺
の
代
住
。

長
野　

法
音
寺　

１
回

　

了
庵
派　

１

長
野　

竜
勝
寺　

１
回

　

天
真
派　

１

　
　
※
１
天
明
四
年
は
越
前
慈
眼
寺
の
代
住
。

愛
知　

桂
昌
寺　

１
回

　

芳
庵
派　

１

※
１
天
明
八
年
は
尾
州
万
松
寺
の
代
住
。
な
お
「
請
状
者
万
松
寺
江

遣
焉
」
と
あ
る
。

愛
知　

久
昌
寺　

１
回

　

天
鷹
派　

１

愛
知　

一
心
寺　

１
回

　

天
鷹
派　

１

信
　
濃

長
野　

長
国
寺　

５
回

　

天
真
派　

１
２
３
４
５

※
１
延
享
四
年
は
量
外
派
の
補
住
、
２
安
永
六
年
、
３
文
化
四
年
、

４
天
保
八
年
、
５
慶
応
三
年
は
天
徳
派
の
補
住
。
な
お
２
安
永

六
年
に
は
「
三
十
年
一
回
也
」
と
あ
る
。

長
野　

貞
祥
寺　

３
回

　

了
庵
派　

１
２
３

※
１
明
和
四
年
は
天
徳
派
、
２
文
化
五
年
は
量
外
派
の
補
住
。
ま
た

２
文
化
五
年
に
「
五
十
年
一
回
也
」
と
あ
る
。
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了
庵
派　

１

　
　

※
１
寶
永
四
年
は
別
伝
芳
禅
が
輪
住
し
て
い
る
が
、
現
在
は
仏
光
寺

と
改
称
し
て
い
る
。

近
　
江

滋
賀　

覚
伝
寺　

１
回

　

不
見
派　

１

　
　
※
１
寛
政
七
年
は
越
前
興
禅
寺
の
代
住
。

山
　
城

京
都　

月
橋
院　

１
回

　

普
済
派　

１

　
　
※
１
文
化
十
年
は
越
前
金
剛
院
の
代
住
。

丹
　
後

京
都　

桂
林
寺　

１
回

天
鷹
派　

１

摂
　
津

大
阪　

竜
海
寺　

１
回

美
　
濃

岐
阜　

全
昌
寺　

３
回

　

芳
庵
派
１
２
３

岐
阜　

久
運
寺　

１
回

　

天
鷹
派　

１

　
　
※
１
弘
化
三
年
は
尾
州
正
眼
寺
の
代
住
。

伊
　
勢

三
重　

四
天
王
寺　

１
回

　

天
真
派　

１

　
　

※
１
文
久
三
年
は
加
州
広
誓
寺
代
住
。

伊
　
賀

三
重　

広
禅
寺　

１
回

　

天
真
派　

１

三
重　

仏
光
寺　

→
紀
井
常
光
院
を
見
よ
。

紀
　
井

和
歌
山　

常
光
院　

１
回
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※
２
文
化
十
一
年
は
越
前
興
禅
寺
の
代
住
。

兵
庫　

慶
徳
寺　

３
回

　

不
見
派　

１
２
３

　
　
※
２
寶
暦
三
年
は
越
前
興
禅
寺
の
代
住
。

因
　
幡

鳥
取　

景
福
寺　

３
回

　

通
幻
派　

１
３

　

一
径
派　

２

　
　
※
１
安
永
九
年
、
３
文
久
二
年
は
と
も
に
一
径
派
の
補
住
。

伯
　
耆

鳥
取　

定
光
寺　

１
回

　

通
幻
派　

１

　
　
※
１
寛
政
九
年
は
越
前
慈
眼
寺
の
代
住
。

石
　
見

島
根　

妙
義
寺　

１
回

　

石
屋
派　

１

　

普
済
派　

１

兵
庫　

全
昌
寺　

３
回

　

芳
庵
派　

１
２

　

通
幻芳

庵
下
開
山
呑
秀

派　

３

丹
　
波

兵
庫　

洞
光
寺　

２
回

　

天
鷹
派
正
　

１

　

天
鷹
派　

２

　
　
※
２
寛
政
八
年
は
尾
州
正
眼
寺
の
代
住
。

但
　
馬

兵
庫　

養
源
寺　

３
回

　

天
真
派　

１
２
３

　
　
※
２
文
化
二
年
、
３
慶
応
元
年
は
と
も
に
越
前
慈
眼
寺
の
代
住
。

播
　
磨

兵
庫　

雲
竜
寺　

２
回

　

不
見
派　

１
２
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肥
　
後

熊
本　

永
国
寺　

８
回

　

一
径
派　

１
２
３
４
５
６
８

　

通
幻
派　

７

薩
　
摩

鹿
児
島　

南
林
寺　

３
回

　

石
屋
派　

１
２

　

太
源
派　

３

　
　

※
３
天
保
二
年
は
薩
州
福
昌
寺
の
代
住
。
な
お
南
林
寺
は
現
在
福
岡

県
に
あ
る
。

鹿
児
島　

妙
円
寺　

４
回

　

石
屋
派　

１
２
３
４

鹿
児
島　

興
国
寺　

１
回

　

石
屋
派　

１

鹿
児
島　

福
昌
寺　

１
回

　

太
源
派　

１

　
　
※
１
天
保
二
年
は
薩
州
南
林
寺
代
住
。

　
　
※
１
享
保
五
年
は
長
州
大
寧
寺
の
代
住
。

周
　
防

山
口　

洞
泉
寺　

９
回

　

量
外
派　

１
２
３
４
５
６
７
８
９

長
　
門

山
口　

海
潮
寺　

８
回

　

不
見
派　

１
２
３
４
５
６
７
８

　
　

※
１
元
禄
十
六
年
と
、
２
享
保
八
年
は
大
癡
本
了
が
二
回
輪
住
し
て

お
り
、
ま
た
２
の
派
名
の
右
に
当
山
三
住
と
あ
る
。
５
寶
暦
十
三

年
と
６
天
明
三
年
は
逆
法
良
遂
が
二
度
輪
住
し
て
お
り
、
ま
た
６

の
派
名
の
左
に
当
山
三
住
と
あ
る
。
な
お
７
文
政
七
年
に
「
酉
夏

再
建
」、
８
の
派
名
の
左
に
「
当
巳
五
月
本
山
戒
会

ニ
付
戒
師
」
と

あ
る
。

山
口　

大
寧
寺　

８
回

　

石
屋
派　

１
２
３
４
５
６
７
８

　
　
※
２
享
保
五
年
は
石
州
妙
義
寺
代
住
。
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福
井　

少
林
寺　

１
回

　

芳
庵
派　

１

　
　
※
１
文
化
六
年
は
越
前
盛
景
寺
の
代
住
。

福
井　

禅
林
寺　

１
回

　

普
済
派　

１

　
　
※
１
文
化
元
年
は
越
後
香
積
寺
代
住
。

若
　
狭

福
井　

臥
竜
院　

２
回

　

芳
庵
派　

１
２

　
　

※
１
明
和
五
年
、
２
文
政
十
二
年
と
も
代
住
と
あ
る
が
、
寺
名
は
不

明
。

福
井　

常
在
院　

７
回

　

芳
庵
派　

１
２
３
４
５
６
７

福
井　

芳
春
寺　

１
回

　

天
真
派　

１

福
井　

久
永
寺　

１
回

　

通
幻
派　

１

越
　
前

福
井　

興
禅
寺　

６
回

　

不
見
派　

１
２
３
４
５
６

　
　

※
２
寶
暦
三
年
は
播
州
慶
徳
寺
、
３
安
永
二
年
は
遠
州
正
法
寺
、
５

寛
政
七
年
は
江
州
覚
伝
寺
、
６
文
化
十
一
年
は
播
州
雲
竜
寺
が
そ

れ
ぞ
れ
代
住
。

福
井　

金
剛
院　

３
回

　

普
済
派　

１
２
３

　
　
※
３
文
化
十
年
は
城
州
月
橋
院
代
住
。

福
井　

盛
景
寺　

２
回

　

芳
庵
派　

１
２

　
　
※
２
文
化
六
年
は
越
前
少
林
寺
代
住
。

福
井　

慈
眼
寺　

７
回

　

天
真
派　

１
３
４
５
６
７

　

通
幻
派　

２

　
　

※
１
天
明
四
年
は
信
州
竜
勝
寺
、
２
寛
政
九
年
は
伯
州
定
光
寺
、
３

文
化
二
年
は
但
州
養
源
寺
、
４
文
化
十
二
年
は
常
州
金
竜
寺
、
６

安
政
二
年
は
信
州
広
沢
寺
、
７
慶
応
元
年
は
但
州
養
源
寺
が
そ
れ

ぞ
れ
代
住
。
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加
　
賀

石
川　

松
山
寺　

２
回

　

天
真
派　

１
２

　
　
※
１
寛
保
二
年
は
一
径
派
の
補
住
。

石
川　

永
福
寺　

１
回

　

天
真
派　

１

　
　
※
１
元
文
三
年
は
芳
庵
派
の
補
住
。

石
川　

桃
雲
寺　

３
回

　

普
済
派　

１
２
３

石
川　

広
誓
寺　

１
回

　

天
真
派　

１

　
　
※
１
文
久
三
年
は
伊
勢
四
天
王
寺
の
代
住
。

石
川　

竜
源
寺　

２
回

　

天
鷹
派　

１
２

　
　
※
２
延
享
三
年
は
能
州
万
年
寺
（
天
徳
派
）
の
代
住
。

石
川　

宗
徳
寺　

３
回

　

普
済
派　

１
２
３

　
　
※
３
明
和
九
年
は
能
州
竜
門
寺
代
住
。
な
お
現
在
は
青
森
県
に
移
転
。

能
　
登

石
川　

蓮
江
寺　

２
回

　

普
済
派　

１
２

石
川　

万
年
寺　

２
回

　

天
鷹
派　

１

　

天
徳
派　

２

　
　
※
１
延
享
三
年
は
加
州
竜
源
寺
代
住
。

石
川　

本
光
寺　

３
回

　

天
徳
派　

１
２
３

石
川　

芳
春
院　

２
回

　

普
済
派　

１
２

　
　
※
２
元
文
元
年
は
天
徳
派
の
補
住
。

石
川　

竜
門
寺　

１
回

　

普
済
派　

１

　
　
※
１
明
和
九
年
は
加
州
宗
徳
寺
の
代
住
。

越
　
中

富
山　

海
岸
寺　

１
回

　

一
径
派　

１



總持寺五院の成立と展開（二）

― 103 ―

　
　
※
１
享
和
二
年
は
信
州
海
応
院
代
住
。

富
山　

常
泉
寺　

３
回

　

天
真
派　

１
２
３

　
　

※
３
嘉
永
元
年
に
「
酉
六
月
廿
一
日
迁
化
依
遺
書
補
住
棟
外
八
月
初

一
日
上
山
」
と
あ
る
。
な
お
文
政
十
一
年
に
大
璆
道
琳
が
備
中
永

祥
寺
の
代
住
と
し
て
如
意
庵
に
輪
住
し
て
い
る
が
、
海
印
津
梁
が

代
勤
し
て
い
る
。
こ
れ
を
加
え
れ
ば
、
輪
住
回
数
は
四
回
と
な
る
。

富
山　

松
林
寺　

１
回

　

普
済
派　

１

富
山　

瑞
竜
寺　

３
回

　

普
済
派　

１
２
３

　
　
※
３
寶
暦
十
二
年
は
越
後
普
光
寺
代
住
。

越
　
後

新
潟　

観
音
寺　

３
回

　

了
庵
派　

１
２

　

通
幻
派　

３

　
　
※
１
享
保
十
二
年
は
量
外
派
の
補
住
。

新
潟　

香
積
寺　

１
回

　

普
済
派　

１

　
　
※
１
文
化
元
年
は
越
前
禅
林
寺
の
代
住
。

新
潟　

普
光
寺　

１
回

　

普
済
派　

１

　
　
※
１
寶
暦
十
二
年
は
越
中
瑞
竜
寺
の
代
住
。

奥
　
州

福
島　

長
禄
寺　

３
回

　

了
庵
派　

１
２
３

　
　
※
３
万
延
元
年
に
「
六
十
一
年
目
」
と
あ
る
。

宮
城　

長
泉
寺　

２
回

　

了
庵
派　

１
２

青
森　

長
勝
寺　

２
回

　

普
済
派　

１
２

青
森　

宗
徳
寺　

３
回

　
　
※
加
賀
を
見
よ
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ま
ず
門
派
名
に
つ
い
て
は
、
い
か
な
る
事
情
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
福
昌
寺
代
住
薩
州
南
林
寺
岱
鷲
の
太
源

派
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
除
き
、
す
べ
て
通
幻
派
と
そ
の
派
下
で
あ
る
。
門
派
名
を
挙
げ
る
と
通
幻
（
寂
霊
）、
不
見
（
明
見
）、
天
真
（
自

性
）、
天
鷹
（
祖
祐
）、
量
外
（
聖
寿
）、
芳
庵
（
祖
厳
）、
了
庵
（
慧
明
）、
石
屋
（
真
梁
）、
普
済
（
善
救
）、
一
径
（
永
就
）、
天
徳
（
曇
貞
）

の
各
派
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
門
派
は
法
嗣
帳
次
第
を
掲
げ
、
そ
の
次
第
に
基
づ
き
三
年
三
ヶ
月
妙
高
庵
住
持
を
勤
め
る
べ
く
定
め
た
、
応

永
十
五
年
（
一
四
〇
八
）
九
月
十
六
日
の
「
通
幻
寂
霊
門
下
僧
連
署
妙
高
庵
置
文
写

（
２
）」

に
従
っ
て
、
多
少
不
完
全
で
は
あ
る
が
住
持
し
て

い
る
。『
妙
高
庵
輪
住
誌
』
は
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
八
月
、
不
見
派
播
州
慶
徳
寺
照
外
か
ら
始
ま
る
の
で
、
不
見
・
天
真
・
天
鷹
・
量
外
・

芳
庵
・
了
庵
・
石
屋
・
普
済
・
一
径
・
天
徳
な
ど
の
順
に
大
凡
な
っ
て
い
る
。
ま
た
輪
住
回
数
は
了
庵
派
・
天
真
派
が
と
も
に
二
十
七
回
、

天
鷹
派
・
普
済
派
が
そ
れ
ぞ
れ
二
十
一
回
、
不
見
派
・
芳
庵
派
が
い
ず
れ
も
十
七
回
、
石
屋
派
十
六
回
、
一
径
派
・
量
外
派
が
各
々
九
回
、

通
幻
派
八
回
、
天
徳
派
四
回
、
太
源
派
一
回
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
天
徳
派
は
八
回
（
天
真
派
四
回
、
了
庵
派
二
回
、
普
済
派
・
天
鷹
派

と
も
に
一
回
）、
一
径
派
は
四
回
（
通
幻
派
二
回
、
天
真
派
・
了
庵
派
と
も
に
一
回
）、
量
外
派
は
三
回
（
了
庵
派
二
回
、
天
真
派
一
回
）、

芳
庵
派
は
一
回（
天
真
派
）の
補
住
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
補
住
し
て
い
る
寺
院
は
信
州
・
加
賀
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
は
無
視
で
き
な
い
。

　

次
に
輪
住
し
た
寺
院
は
、
栗
山
泰
音
『
總
持
寺
史
』
五
院
輪
番
地
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
寺
院
八
十
五
ヶ
寺

（
３
）の

す
べ
て
と
、
輪
番
地
以
外

の
寺
院
で
あ
る
相
模
最
乗
寺
、
駿
河
徳
願
寺
、
伊
勢
四
天
王
寺
、
薩
摩
福
昌
寺
、
越
前
禅
林
寺
な
ど
で
、
合
計
九
十
ヶ
寺
で
あ
る
。
こ
れ

を
地
域
別
に
み
る
と
、北
陸
地
方
の
二
十
八
ヶ
寺
（
越
前
六
ヶ
寺
、若
狭
四
ヶ
寺
、加
賀
六
ヶ
寺
、能
登
五
ヶ
寺
、越
中
四
ヶ
寺
、越
後
三
ヶ

寺
）
が
最
も
多
く
、
次
は
東
海
地
方
の
二
十
四
ヶ
寺
（
駿
河
一
ヶ
寺
、
遠
江
一
ヶ
寺
、
尾
張
十
二
ヶ
寺
、
信
濃
八
ヶ
寺
、
美
濃
二
ヶ
寺
）、

関
東
地
方
十
二
ヶ
寺
（
武
蔵
二
ヶ
寺
、相
模
一
ヶ
寺
、上
野
四
ヶ
寺
、下
野
三
ヶ
寺
、常
陸
二
ヶ
寺
）、近
畿
地
方
十
二
ヶ
寺
（
伊
勢
一
ヶ
寺
、

伊
賀
一
ヶ
寺
、
紀
伊
一
ヶ
寺
、
近
江
一
ヶ
寺
、
山
城
一
ヶ
寺
、
丹
後
一
ヶ
寺
、
摂
津
二
ヶ
寺
、
丹
波
一
ヶ
寺
、
但
馬
一
ヶ
寺
、
播
磨
二
ヶ
寺
）、

中
国
六
ヶ
寺
、
九
州
五
ヶ
寺
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
輪
住
し
た
九
十
ヶ
寺
の
う
ち
、
輪
住
一
回
の
み
の
寺
院
は
半
数
の
四
十
五
ヶ
寺

で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
上
野
双
林
寺
、
尾
州
正
眼
寺
・
万
松
寺
、
越
前
慈
眼
寺
・
金
剛
院
な
ど
の
代
住
が
二
十
六
ヶ
寺
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
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こ
れ
ら
の
代
住
寺
院
は
末
寺
・
孫
末
寺
院
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
本
末
関
係
が
わ
か
る
。
な
お
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
信
州
海
応
院
の
代

住
と
し
て
永
光
寺
末
越
中
海
岸
寺
海
容
が
勤
め
て
お
り
、ま
た
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
越
中
常
泉
寺
大
璆
道
琳
（
海
印
津
梁
代
勤
）
が
、

備
中
永
祥
寺
の
代
住
と
し
て
、
如
意
庵
に
輪
住
し
て
い
る
こ
と
は
特
殊
な
も
の
と
し
て
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ま
た
最
も
多
く
輪
住
（
代
住
も
含
む
）
し
た
の
は
尾
張
正
眼
寺
で
十
回
に
の
ぼ
る
が
、
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
以
外
の
九
回
は
、
尾

張
・
丹
波
・
美
濃
な
ど
の
支
配
下
末
寺
寺
院
に
代
住
さ
せ
て
い
る
。
し
か
も
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
以
降
は
十
年
置
き
に
輪
住
し
て
い
る
。

　

次
に
九
回
輪
住
し
て
い
る
の
は
周
防
洞
泉
寺
で
あ
る
が
、代
住
は
一
回
も
な
く
、か
つ
元
禄
十
年（
一
六
九
七
）、万
機
が
輪
住
し
て
以
降
、

享
保
二
年
（
一
七
一
七
）、
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）、
寶
暦
七
年
（
一
七
五
七
）、
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）、
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）、

文
政
元
年
（
一
八
一
八
）、
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
と
、
約
二
十
年
間
隔
で
輪
住
し
て
い
る
。

　

ま
た
八
回
輪
住
し
て
い
る
の
は
上
野
双
林
寺
、
長
門
海
潮
寺
・
大
寧
寺
お
よ
び
肥
後
永
国
寺
の
四
ヶ
寺
で
あ
る
。
上
野
双
林
寺
は
明
和

六
年
（
一
七
六
九
）
に
上
州
嶽
林
寺
、
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
に
武
州
昌
福
寺
を
代
住
さ
せ
て
い
る
以
外
は
、
自
ら
輪
住
を
果
た
し
て

い
る
が
、
寶
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
以
降
は
二
十
年
置
き
に
輪
住
し
て
い
る
。
な
お
明
和
六
年
の
嶽
林
寺
の
条
に
「
双
林
寺
後
見
」
と
あ

る
が
、
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
～
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
に
輪
住
し
た
耕
雲
霊
苗
（
總
持
寺
四
〇
三
〇
三
世
）
の
項
に
、
次
の
よ

う
な
記
録
が
あ
る
。

庫
堂
本
尊
毘
沙
門
天
壱
躰
自
寄
附    

當
庵
額
壱
面

摂
州
高
槻

伊
勢
寺

河
内
長
尾　
　

河
内
葛
葉
久
親
恩
寺                     

寄

正
俊
寺

附

御
両
尊

五

百

回    

四
百
五
十
回

遠
忌

八
月
九
日
ヨ
リ

十
五
日
迠
相
勤　

                 

諸
堂

并
當
庵
上
梁
之
式

八
月

朔
日

相
整　

 

同
代
（
花
押
）

鐘
樓
堂
壱
宇

支
配
下
上
越
佐
諸

寺
院
旦
那
中
寄
附　

                        

鐘
樓
堂
額
壱
面
自
寄
附

　

　

ま
た
長
門
海
潮
寺
の
場
合
は
、
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）・
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
に
二
十
世
大
癡
本
了
、
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寶
暦
十
三
年（
一
七
六
三
）・
天
明
三
年（
一
七
八
三
）に
二
十
二
世
逆
法
良
遂
が
そ
れ
ぞ
れ
二
度
輪
住
し
て
い
る
が
、文
政
七
年（
一
八
二
四
）

～
八
年
に
輪
住
し
た
大
用
道
輝
の
条
に
「
酉

（
文
政
八
年
）夏

再
建
」
と
あ
る
。『
海
潮
寺
開
山
歴
住
譜
』
の
三
十
世
大
用
道
輝
和
尚
（
？
～
一
八
四
〇
）

の
条
に

凡
隆
和
尚
（
海
潮
寺
二
十
九
世
）
の
法
を
嗣
ぐ
。
文
政
七
年
總
持
寺
（
妙
高
庵
）
に
輪
住
。
鶴
江
台
江
月
庵
（
観
音
堂
）
開
山

と
あ
る
の
み
で
、
海
潮
寺
再
建
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
妙
高
庵
の
再
建
と
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
大
用

道
輝
に
続
き
文
政
八
年
に
輪
住
し
た
龍
渕
寺
千
山
日
峰
の
条
に
「
御
選

（
遷
）座

引
移
也
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
、
先
述
の
文
政
十
三
年
～
天
保
二

年
輪
住
し
た
上
州
双
林
寺
霊
苗
の
条
に
「
御
両
尊
遠
忌
」
と
「
諸
堂

并
當
庵
上
梁
之
式

八
月

朔
日

相
整
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
経
緯
は
次
の

よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
御
両
尊
の
遠
忌
に
因
み
、
文
政
八
年
妙
高
庵
や
諸
堂
（
庫
堂
・
鐘
樓
堂
）
の
再
建
に
か
か
り
、
通
幻
寂
霊

な
ど
の
尊
像
を
遷
し
、
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
八
月
一
日
、
諸
堂
お
よ
び
妙
高
庵
の
上
棟
式
を
挙
げ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
弘
化
元

年
（
一
八
四
四
）
の
派
名
の
左
に
「
当
巳

（
二
年
）五

月
本
山
戒
会

ニ
付
戒
師
」
と
あ
る
。

　

次
に
長
門
大
寧
寺
は
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
石
見
妙
義
寺
に
代
住
さ
せ
て
い
る
以
外
、
す
べ
て
輪
住
し
て
い
る
が
、
元
文
五
年

（
一
七
四
〇
）以
降
は
約
二
十
年
置
き
に
輪
住
し
て
い
る
。な
お
天
保
十
二
年（
一
八
四
一
）岱
洲
亀
俊（
總
持
寺
四
二
三
八
六
世
）の
条
に「
當

庵
開
基
四
百
五
十
回
御
忌
相
勤
」
と
あ
る
。
な
お
肥
後
永
国
寺
は
長
門
海
潮
寺
と
と
も
に
、
支
配
下
末
寺
寺
院
に
代
住
さ
せ
ず
、
八
回
す

べ
て
輪
住
し
て
い
る
。

　

ま
た
輪
住
七
回
は
越
前
慈
眼
寺
（
代
住
六
ヶ
寺
）・
若
狭
常
在
院
、
六
回
は
越
前
興
禅
寺
（
代
住
四
ヶ
寺
）、
五
回
は
信
濃
長
国
寺
、
四

回
は
薩
摩
妙
円
寺
、
三
回
は
常
州
大
雄
院
、
尾
州
万
松
寺
、
信
州
貞
祥
寺
・
海
応
院
、
濃
州
全
昌
寺
、
摂
州
全
昌
寺
、
但
州
養
源
寺
、
播

州
慶
徳
寺
、
因
州
景
福
寺
、
薩
州
南
林
寺
、
越
前
金
剛
院
、
加
州
桃
雲
寺
・
宗
徳
寺
、
能
州
本
光
寺
、
越
中
常
泉
寺
・
瑞
竜
寺
、
越
後
観
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音
寺
、
奥
州
長
祿
寺
な
ど
十
八
ヶ
寺
が
あ
る
。

　

最
後
に
問
題
点
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

（
１
）
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）、
信
州
長
国
寺
哲
仙
智
嶽
（
總
持
寺
二
七
八
九
〇
世
）
の
条
に
「
三
十
年
一
回
也
」
と
あ
る
。

そ
の
後
長
国
寺
は
五
回
輪
住
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
三
十
年
間
隔
で
あ
る
。

（
２
）
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）、
尾
州
桂
昌
寺
覚
乗
（
總
持
寺
二
九
五
二
六
世
）
は
、
同
州
万
松
寺
の
代
住
と
し
て
輪
住
し
て

い
る
が
、「
請
状
者
万
松
寺

江
遣
焉
」
と
あ
る
。

（
３
）
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）、
信
州
貞
祥
寺
佛
庵
祖
雄
（
總
持
寺
三
五
五
〇
二
世
）
の
条
に
「
五
十
年
一
回
也
」
と
あ
る
が
、

三
回
の
輪
住
間
隔
を
み
る
と
、
約
四
十
年
で
あ
る
。

（
４
）
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）、
武
州
龍
淵
寺
千
山
日
峰
の
条
に
、
前
に
も
触
れ
た
よ
う
に
「
御
選

（
遷
）座

引
移
也
」
と
あ
る
。

（
５
）
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）、
越
中
常
泉
寺
海
印
津
梁
の
条
に
「
酉
（
嘉
永
二
年
）
六
月
廿
一
日
迁
化
依
遺
書
補
住
棟
外
八

月
初
一
日
上
山
」
と
あ
る
。

（
６
）
紀
井
常
光
院
は
伊
賀
仏
光
寺
に
移
転
改
称
し
て
い
る
。
ま
た
薩
摩
南
林
寺
は
福
岡
県
に
、
加
賀
宗
徳
寺
は
青
森
県
に
移

転
し
て
い
る
。

【
注
記
】

（
１
）
栗
山
泰
音
『
総
持
寺
史
』、
五
三
七
頁
参
照
。

（
２
）『
新
修
門
前
町
史
』
資
料
編
２
総
持
寺
四
四
頁
参
照
。

（
３
）
栗
山
泰
音
『
総
持
寺
史
』、
五
四
二
頁
参
照
。


